
西
谷
啓
治
の

「宗
教／
哲
学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1

森　
　
　
　
哲

β良

は
じ
め
に

　こ
の
表
題
「
宗
教
／
哲
学
」
は
、
宗
教
を
哲
学
の
対
象
と
す
る
狭
義
の
「
宗
教
哲
学
」
に
対
し
て
、
「
宗
教
」
を
「
哲
学
の
終
結
」
と
見

る
、
あ
る
い
は
「
哲
学
の
根
底
」
と
見
る
よ
う
な
立
場
（
西
田
幾
多
郎
の
『
善
の
研
究
』
の
序
文
）
に
基
づ
い
て
い
る
。
後
で
も
見
る
よ

う
に
、
西
田
の
「
人
」
に
触
れ
て
「
哲
学
」
に
入
っ
た
西
谷
も
、
西
田
哲
学
の
核
心
で
あ
る
「
宗
教
的
要
求
」
を
「
根
源
の
要
求
」
（
早
b
。
H
O
）

と
し
て
、
宗
教
の
「
も
と
」
（
H
O
虞
）
を
自
己
の
「
も
と
」
（
H
O
－
嵩
O
）
に
究
明
し
た
。
本
論
考
で
は
、
こ
の
「
も
と
」
を
究
明
し
て
み
た

い
。
独
自
の
表
記
と
し
て
は
、
上
田
閑
照
の
「
虚
空
／
世
界
」
の
表
記
（
こ
れ
は
世
界
地
平
の
彼
方
あ
る
い
は
此
方
に
虚
空
を
見
る
と
い

う
ス
ラ
ッ
シ
ュ
）
を
借
り
て
、
「
宗
教
／
哲
学
」
と
い
う
表
記
を
試
み
た
い
。
こ
の
「
X
／
Y
」
と
い
う
ス
ラ
ッ
シ
ュ
の
地
平
構
造
は
、
上
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田
で
は
「
虚
空
」
の
「
開
け
」
に
基
づ
く
で
あ
ろ
う
が
、
西
谷
で
は
「
到
彼
岸
即
絶
対
此
岸
」
と
し
て
の
「
空
の
立
場
」
、
そ
の
「
即
」
の
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《直下
1
1
も
と
》
構
造
と
で
も
い
う
べ
き
事
態
を
表
示
し
た
い
の
で
あ
る
。

　
筆者
は
、
禅
の
『
十
牛
図
』
か
ら
見
た
種
々
の
場
所
論
と
し
て
、
十
牛
図
の
第
八
・
九
・
十
図
の
各
々
に
、
西
田
・
西
谷
・
上
田
の
場

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
ー
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二

所
論を
重
ね
て
、
そ
の
系
譜
の
中
で
、
西
谷
の
立
場
を
考
察
し
た
こ
と
が
あ
る
（
『
宗
教
哲
学
研
究
』
第
二
十
八
号
、
二
〇
＝
年
三
月
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ
ん
ぽ
ん
げ
ん
げ
ん

な

ぜ
西
谷
の

立場
が
、
十
牛
図
の
第
九
「
返
本
還
源
」
に
位
置
づ
け
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
か
、
西
谷
の
立
場
を
、
そ
の
際
に
敢
え
て
単

純
化し
て
言
え
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
ろ
う
［
今
回
の
拙
論
は
西
谷
中
期
の
み
に
限
る
の
で
、
西
谷
全
体
の
理
解
の
大
筋
を
挙
げ
て
お
き

た
い
。
詳
細
は
拙
論
『
西
谷
啓
治
の
「
宗
教
／
哲
学
」
に
お
け
る
「
世
界
」
理
解
の
問
題
』
（
『
京
都
産
業
大
学
世
界
問
題
研
究
所
紀
要
』

第
二
十
八
巻
、
二
〇
一
三
年
）
参
照
］
。
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西
谷
啓
治

（
一
九〇
〇
1
一
九
九
〇
年
）
の
根
本
語
は
「
底
な
く
」
で
あ
る
。
西
谷
は
、
西
田
の
「
純
粋
経
験
／
無
の
場
所
」
（
③
図
／
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⑧
図
）
と
い
う
《
直
下
》
構
造
を
継
承
し
て
、
「
白
い
も
の
は
底
な
く
白
い
、
そ
れ
が
空
で
あ
る
」
（
b
。
O
－
°
。
刈
）
と
言
う
。
西
谷
の
出
発
点
の
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「
根
源
的
主
体性
」
と
は
、
「
わ
れ
在
り
」
の
底
を
「
底
な
く
」
掘
り
下
げ
た
「
脱
底
の
自
覚
」
か
ら
、
二
ー
チ
ェ
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
に
通
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底
す
る
「
生
の
根
源
性
」
（
1
1
「
根
源
的
自
然
性
」
）
を
究
明
し
、
人
間
主
体
を
超
え
た
く
自
然
性
と
絶
対
無
と
の
両
極
性
の
次
元
V
か
ら

「宗教
・
歴
史
・
文
化
」
の
現
実
体
系
を
基
礎
付
け
貫
く
「
無
の
主
体
性
」
に
他
な
ら
な
い
。
狭
義
の
信
仰
と
理
性
の
衝
突
・
乖
離
を
克
服

する
こ
の
〈
自
然
と
無
の
次
元
〉
は
さ
ら
に
展
開
さ
れ
て
、
『
宗
教
哲
学
ー
序
論
』
（
一
九
四
一
年
）
で
は
、
「
体
験
の
立
場
」
と
し
て
、
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即ち
〈
「
自
己
」
以
前
・
以
後
〉
の
「
生
」
の
鋭
い
脱
自
構
造
と
し
て
究
明
さ
れ
た
。
こ
の
独
特
の
「
生
」
（
H
「
自
然
」
）
の
明
暗
双
々
の

両
義性
は
、
彼
の
神
秘
主
義
研
究
の
「
神
の
自
然
」
か
ら
来
る
と
思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
が
禅
の
立
場
、
十
牛
図
の
第
九
図
「
返
本
還
源
」

と
響
き
合
う
の
で
あ
る
。

　
西
谷中
期
の
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
通
し
て
の
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
超
克
」
と
言
わ
れ
る
課
題
は
、
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
（
一
九
六
一
年
）
に

おけ
る
「
虚
無
か
ら
空
へ
の
転
換
」
の
思
索
で
あ
る
。
従
来
ま
で
の
宗
教
的
「
人
格
性
」
を
破
る
「
虚
無
の
深
淵
」
に
、
逆
に
「
脱
自
的



な
超
越
の
場
」
を
看
取
し
、
「
世
界
の
非
人
格
性
」
を
超
え
包
む
「
空
の
立
場
」
に
「
宗
教
の
非
人
格
的
人
格
性
」
の
新
た
な
可
能
性
を
開

いた
。
こ
の
虚
無
と
の
格
闘
は
、
十
牛
図
で
言
え
ば
、
〈
⑧
図
か
ら
⑨
図
へ
の
転
回
〉
に
相
応
し
、
特
に
「
盲
・
聾
・
唖
」
の
三
重
の
病
人

を
如
何
に
救
う
の
か
と
い
う
玄
沙
の
公
案
を
含
む
⑨
図
「
返
本
還
源
」
の
主
題
と
重
な
る
。
こ
の
⑨
図
の
「
虚
窓
」
を
通
し
て
現
前
す
る

「
真
空
妙有
」
の
自
然
性
に
、
虚
無
を
超
え
る
究
極
の
答
え
を
見
出
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　
　
　
　
　
ど
く
ろ
　
や
　
あ
ま
ね
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ん
ぎ
ゅ
う
ぐ
ぽ
う

　
西
谷は
、
「
燭
骸
野
に
偏
し
」
（
H
O
凸
。
。
）
の
よ
う
な
、
本
来
は
⑧
図
「
人
牛
倶
忘
」
の
絶
対
否
定
（
大
死
）
を
意
味
す
る
伝
統
的
な
禅
語

を
、
敢
え
て
意
図
的
に
現
代
世
界
の
虚
無
性
に
重
ね
る
こ
と
で
、
〈
伝
統
か
ら
現
代
へ
〉
と
現
実
打
開
の
方
向
を
示
唆
す
る
と
共
に
、
同
時

に

逆
に

〈
現代
か
ら
伝
統
へ
〉
と
伝
統
禅
の
高
貴
な
責
任
を
問
い
直
す
試
み
を
な
そ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

　
上田
閑
照
は
、
著
作
『
折
々
の
思
想
』
（
燈
影
舎
、
二
〇
一
〇
年
）
の
中
で
、
西
谷
は
、
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
の
ゆ
え
に
、
敢
え
て
西
田
の
根
本

範
疇

「絶
対無
」
を
捨
て
「
空
」
の
立
場
へ
と
転
じ
た
と
述
べ
て
い
る
（
同
著
、
一
四
二
頁
）
。
確
か
に
現
代
の
浅
薄
化
し
た
「
末
期
的
ニ

ヒ
リ
ズ
ム
」
か
ら
見
た
時
に
、
西
谷
中
期
・
後
期
の
鮮
や
か
な
位
置
づ
け
と
し
て
は
、
上
田
の
大
胆
な
指
摘
の
通
り
で
あ
ろ
う
。
し
か
し

筆
者
の関
心
と
し
て
は
、
西
田
と
西
谷
と
の
差
異
よ
り
も
、
む
し
ろ
〈
西
田
・
西
谷
・
上
田
〉
を
一
貫
す
る
禅
の
「
行
」
の
立
場
か
ら
淵
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源
す
る
「
無
」
の
系
譜
に
し
て
「
空
」
の
伝
統
、
こ
れ
を
再
考
す
る
こ
と
で
、
三
者
に
共
通
す
る
「
宗
教
／
哲
学
」
の
《
直
下
》
構
造
、

ま
た
そ
こ
か
ら
の
翻
り
と
し
て
の
《
表
現
》
構
造
と
い
う
か
転
回
構
造
の
本
質
的
次
元
を
今
後
の
課
題
と
し
て
掘
り
下
げ
て
み
た
い
と
思
っ

て

いる
。

　
西
田と
の
決
定
的
な
差
異
は
、
西
谷
前
期
の
主
題
の
「
宗
教
に
お
け
る
自
然
性
」
、
ま
た
西
谷
中
期
の
「
非
人
格
性
」
の
諸
問
題
に
明
瞭

に出
て
来
る
が
、
特
に
「
無
」
を
通
し
て
の
「
深
い
自
然
性
の
自
由
」
（
H
ゐ
α
）
の
経
験
に
は
《
自
然
即
自
由
》
の
深
い
宗
教
性
が
看
取
さ

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三



四

れる
の
で
は
な
か
ろ
う
か
（
こ
れ
に
つ
い
て
は
雑
誌
『
理
想
』
六
八
九
号
の
西
谷
特
集
号
（
二
〇
一
二
年
）
に
掲
載
し
た
拙
論
『
西
谷
前

期
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
宗
教
に
お
け
る
自
然
性
」
に
関
連
し
て
』
を
参
照
）
。

　
西
谷は
、
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
（
宗
教
論
集
1
）
の
「
序
」
に
お
い
て
、
こ
の
著
の
目
指
す
と
こ
ろ
は
、
そ
の
表
題
か
ら
期
待
さ
れ

る
宗
教
の
客
観
的
説
明
で
は
な
く
、
「
人
間
の
う
ち
か
ら
宗
教
と
い
ふ
も
の
が
起
こ
っ
て
く
る
「
も
と
」
を
、
現
在
に
お
け
る
自
己
の
身
上
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ヘ
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へ

に
、
主
体
的
に
探
究
す
る
と
い
ふ
こ
と
」
（
H
O
ム
）
で
あ
る
と
述
べ
て
い
る
。
こ
の
「
も
と
」
と
は
何
で
あ
ろ
う
か
。
西
谷
は
、
ま
た
同
時

に

人間
の
「
理
性
と
か
直
観
や
感
情
」
等
の
〈
内
在
性
〉
に
立
脚
す
る
よ
う
な
「
従
来
の
宗
教
哲
学
の
立
場
」
が
破
綻
し
た
と
こ
ろ
、
現

代
哲
学
の
「
超
越
」
に
関
わ
る
と
こ
ろ
か
ら
再
出
発
し
た
い
と
も
述
べ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
主
著
を
一
貫
す
る
根
本
動
向
と
し
て
、
い
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わ
ば
宗
教
の
「
も
と
」
を
自
己
自
身
の
「
も
と
」
に
「
探
究
す
る
」
、
し
か
も
従
来
の
「
内
在
」
を
破
っ
た
〈
超
越
的
根
抵
〉
と
し
て
の
「
も

と
」
を
探
求
し
た
い
と
い
う
根
本
関
心
、
即
ち
伝
統
的
な
「
己
事
究
明
」
の
「
内
と
外
と
に
同
時
に
立
」
（
H
O
－
偽
）
と
う
と
す
る
よ
う
な
不

思議
な
〈
思
索
の
道
〉
を
看
取
す
る
こ
と
が
出
来
る
で
あ
ろ
う
。
実
は
主
著
の
六
つ
の
試
論
は
、
独
特
の
「
自
己
の
も
と
」
へ
の
究
明
と
、

同
時
に
そ
の
究
明
の
「
も
と
」
、
「
も
と
も
と
」
の
次
元
へ
の
翻
り
と
し
て
思
索
が
深
め
ら
れ
て
ゆ
く
の
で
あ
る
。

　
西
谷
独自
の
こ
の
不
思
議
な
言
葉
「
も
と
」
は
、
『
ア
リ
ス
ト
テ
レ
ス
論
孜
』
（
叩
企
H
り
P
b
。
8
）
な
ど
で
も
言
わ
れ
た
が
、
お
そ
ら
く
最

も
初
期
の
論
文
「
歴
史
的
な
る
も
の
と
先
天
的
な
る
も
の
」
に
お
け
る
「
根
源
の
要
求
」
（
H
歯
O
b
。
）
と
い
う
発
想
ま
で
遡
源
で
き
る
だ
ろ

う
。
即
ち
、
人
間
に
は
、
も
と
も
と
、
自
分
自
身
の
「
も
と
」
に
帰
ろ
う
と
い
う
要
求
が
あ
り
、
そ
こ
に
哲
学
と
宗
教
と
の
深
い
連
関
が

あ
る
で
あ
ろ
う
。
西
田
や
大
拙
は
、
哲
学
の
「
終
結
」
や
「
根
抵
」
に
「
宗
教
」
を
見
た
。
宗
教
と
哲
学
を
一
つ
に
見
た
。
西
田
の
強
調

　
　
　
　
　
　
や

し
た
「
我
々
の
已
ま
ん
と
欲
し
て
已
む
能
わ
ざ
る
大
い
な
る
生
命
の
要
求
」
と
し
て
の
「
宗
教
的
要
求
」
（
『
善
の
研
究
』
H
山
ざ
）
は
、
西



谷も
こ
れ
を
継
承
し
て
自
身
の
「
宗
教
／
哲
学
」
の
核
心
と
し
た
の
で
あ
る
。
〈
宗
教
の
も
と
〉
を
〈
自
己
の
も
と
〉
に
く
も
と
・
め
る
V

思惟
の
道
と
し
て
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
は
、
「
宗
教
論
集
1
」
と
副
題
が
付
け
ら
れ
た
、
「
哲
学
論
集
」
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
こ
の

意
味を
看
過
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
う
。
こ
の
「
宗
教
論
集
」
を
貫
道
す
る
「
も
と
」
の
不
思
議
な
構
造
を
荒
削
り
で
も
考
察
す
る

こ
と
が
本
拙
稿
の
目
標
で
あ
る
。

　日
本
語
の
「
も
と
・
め
る
」
（
求
め
る
）
を
、
辞
書
で
引
く
と
、
「
希
望
す
る
も
の
に
向
か
っ
て
、
そ
の
本
（
も
と
）
を
た
ぐ
っ
て
行
っ

て

手
に

入
れよ
う
と
す
る
意
」
（
『
広
辞
苑
』
）
と
あ
る
。
つ
ま
り
「
求
め
る
」
（
も
と
・
む
）
と
は
、
「
も
と
」
へ
の
探
究
で
あ
り
、
か
の
「
宗

教
的
要求
」
と
は
本
質
的
に
「
根
源
」
（
も
と
）
へ
の
「
要
求
」
で
あ
り
、
同
時
に
「
根
源
の
要
求
」
に
も
な
る
の
で
あ
る
。
「
も
と
」
へ

の

究
明は
、
そ
の
究
明
の
「
も
と
」
へ
と
「
翻
る
」
こ
と
に
な
る
、
こ
れ
が
「
も
と
も
と
」
の
次
元
の
証
明
と
な
る
。

　日
本
語
の
「
も
と
」
を
幾
つ
か
の
国
語
辞
典
で
調
べ
て
み
る
と
、
辞
書
的
に
は
三
つ
か
四
つ
の
位
相
が
覗
わ
れ
る
。
漢
字
で
書
け
ば
、

①
「
旧
・
故
・
元
」
と
い
う
時
間
的
な
以
前
や
由
来
な
ど
、
②
「
本
・
元
・
原
・
基
」
と
い
う
根
源
や
源
泉
な
ど
。
③
「
下
・
許
」
（
旗
の

も
と
）
等
の
《
直
下
》
の
構
造
に
し
て
、
彼
岸
的
な
遠
く
へ
の
視
線
と
は
反
対
の
此
岸
的
な
《
近
さ
》
と
し
て
の
「
根
も
と
・
手
も
と
・

足も
と
」
な
ど
の
「
根
抵
」
の
以
前
性
・
此
岸
性
、
更
に
④
「
も
と
も
と
」
或
い
は
「
素
性
」
や
「
素
顔
」
の
「
素
」
（
す
・
む
）
と
し
て

の

本
来
性

（あ
る
が
ま
ま
）
や
事
実
性
な
ど
が
看
取
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
こ
の
三
重
、
四
重
の
「
も
と
」
の
不
思
議
な
構
造
が
主
著
の
試

論
に
お
い
て
究
明
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
吟
味
に
入
る
前
に
、
ま
ず
①
の
意
味
で
の
「
も
と
」
（
旧
・
故
）
と
し
て
、
西
谷
「
宗
教
／
哲

学
」
の
「
も
と
」
（
由
来
）
を
見
て
お
こ
う
。

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
五



六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん

一、

西
谷

「宗
教
／
哲学
」
の
「
も
と
」
（
由
来
）
と
し
て
の
「
人
」

　
西
谷

「宗
教
／
哲
学
」
の
位
置
を
、
既
に
禅
の
『
十
牛
図
』
の
最
後
の
第
⑧
⑨
⑩
図
連
関
の
第
九
図
「
返
本
還
源
」
に
見
る
こ
と
が
で

き
る
こ
と
を
最
初
に
言
及
し
た
。
し
か
も
そ
の
連
関
⑧
⑨
⑩
は
、
〈
西
田
・
西
谷
・
上
田
〉
と
重
ね
て
見
る
と
、
そ
の
論
証
は
本
稿
で
は
で

き
な
い
が
、
こ
の
系
譜
の
中
で
西
谷
後
期
の
『
禅
の
立
場
』
の
み
な
ら
ず
、
前
期
・
中
期
の
「
宗
教
／
哲
学
」
全
体
を
位
置
づ
け
る
こ
と

が
でき
る
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。
殊
に
中
期
西
谷
の
「
も
と
」
の
、
本
質
的
な
由
来
を
掘
り
下
げ
る
た
め
に
は
、
こ
の
第
九
図
「
返
本

還源
」
の
「
本
」
や
「
源
」
を
徹
底
的
に
究
明
す
る
こ
と
こ
そ
が
必
須
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
度
は
こ
れ
を
割
愛
し
た
い
。
既
に
別
の
と
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

ろ
（
『
理
想
』
拙
論
）
で
、
西
谷
前
期
の
「
宗
教
／
哲
学
」
と
し
て
、
「
根
源
的
主
体
性
」
と
相
即
す
る
「
宗
教
に
お
け
る
根
源
的
自
然
性
」

を
あ
る
程
度
究
明
し
た
の
で
、
む
し
ろ
別
の
角
度
か
ら
、
西
谷
全
体
の
「
も
と
」
を
瞥
見
し
て
み
た
い
。
そ
れ
は
、
十
牛
図
全
体
の
最
後

の

連関
⑧
⑨
⑩
は
、
個
々
別
々
で
は
な
く
、
三
つ
が
相
互
に
一
つ
と
な
り
全
体
と
し
て
、
最
初
の
①
か
ら
⑦
ま
で
の
循
環
の
根
抵
を
な
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て

い
る
と
い
う
見
方
に
筆
者
は
立
っ
て
い
る
。
つ
ま
り
第
一
図
の
「
尋
牛
」
か
ら
既
に
、
そ
の
見
え
ざ
る
根
抵
に
⑧
⑨
⑩
連
関
が
あ
る
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
ぎ
ゅ
う
ぐ
ぽ
う

であ
る
。
既
に
⑧
の
「
人
牛
倶
忘
」
は
、
そ
の
都
度
の
「
円
相
」
と
し
て
、
⑨
の
「
返
本
還
源
」
は
ま
さ
に
文
字
通
り
そ
の
都
度
の
「
背

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
っ
て
ん
す
い
し
ゅ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ

景
」
と
し
て
、
最
後
の
⑩
「
入
邸
垂
手
」
の
み
は
、
〈
不
思
議
な
見
え
ざ
る
連
関
〉
、
空
間
的
な
ら
ざ
る
時
間
的
な
〈
縁
起
〉
、
或
い
は
く
経

歴
V
と
し
て
、
し
か
し
そ
の
都
度
の
〈
超
越
的
根
抵
〉
、
〈
場
所
〉
に
、
ま
さ
し
く
＜
も
と
・
つ
く
〉
、
〈
も
と
〉
に
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
　
　
に
ん

つま
り
西
谷
の
「
宗
教
／
哲
学
」
の
「
も
と
」
に
、
「
人
」
と
し
て
の
西
田
幾
多
郎
が
居
り
、
「
人
と
人
」
と
し
て
西
田
と
の
出
会
い
が
あ
っ

た

の

であ
る
。

　
西田
自
身
が
既
に
、
そ
の
師
、
北
條
時
敬
に
つ
い
て
「
大
き
い
山
に
接
し
て
い
る
と
、
ど
れ
だ
け
大
き
い
か
分
か
ら
な
い
」
と
述
べ
て



い
る
が
、
こ
の
師
弟
関
係
の
厳
粛
な
「
分
か
ら
な
い
」
感
覚
は
、
や
は
り
西
谷
自
身
に
も
看
取
で
き
る
の
で
あ
る
。
次
の
よ
う
な
証
言
が

あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　　
「
私
は
非
常
に
弱
い
癖
に
人
を
怖
が
ら
な
い
所
が
あ
っ
て
（
中
略
）
。
然
し
西
田
先
生
に
対
し
て
は
本
当
に
怖
い
と
い
う
感
じ
が
あ
り

　ま
し
た
。
こ
れ
は
は
っ
き
り
し
て
お
り
ま
す
。
怖
い
と
思
っ
た
の
は
西
田
先
生
位
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
の
一
番
の
根
本
は
先
に
言
い

　ま
し
た
よ
う
な
、
先
生
が
本
当
に
哲
学
と
い
う
学
問
を
や
っ
て
お
ら
れ
る
時
に
自
分
全
体
を
す
っ
か
り
打
ち
込
ん
で
い
る
、
其
処
か
ら

　来
る
厳
し
さ
、
怖
さ
で
あ
り
ま
す
」
（
「
西
田
幾
多
郎
先
生
の
お
人
柄
」
H
守
H
①
）
。

　こ
れ
は
後
か
ら
振
り
返
っ
て
の
証
言
で
あ
る
が
、
哲
学
に
打
ち
込
む
真
剣
さ
に
圧
倒
さ
れ
た
の
は
、
西
谷
自
身
が
既
に
哲
学
に
触
れ
た

から
こ
そ
認
め
得
た
の
で
あ
ろ
う
。
で
は
哲
学
「
以
前
」
の
と
こ
ろ
で
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
西
谷
が
初
め
て
西
田
の
著
作
『
思
索
と
体

験
』
に
出
会
っ
た
時
、
前
半
の
論
文
は
理
解
を
超
え
て
「
歯
が
立
た
な
か
っ
た
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
後
半
の
随
筆
に
「
深
く
心
を
打
た

れた
」
こ
と
を
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

　　
「
親
し
く
感
ぜ
ら
れ
た
と
い
ふ
だ
け
で
な
い
、
も
っ
と
質
的
に
違
っ
た
、
あ
た
か
も
そ
れ
ら
が
私
自
身
の
魂
の
内
面
か
ら
出
た
も
の
で

　あ
る
よ
う
な
感
じ
を
受
け
た
。
勿
論
、
自
分
で
も
さ
う
い
ふ
も
の
が
書
け
た
で
あ
ら
う
と
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
た
だ
、
ほ
か
の
人
が

　書
い
た
も
の
の
や
う
な
気
が
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
（
中
略
）
誰
で
も
本
当
に
自
己
自
身
で
あ
る
こ
と
は
さ
う
容
易
に
出
来
る
こ
と
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

　は
な
く
、
そ
れ
が
出
来
な
い
間
は
、
他
の
人
が
自
分
自
身
よ
り
も
自
分
に
近
い
と
い
ふ
こ
と
は
あ
り
得
る
こ
と
で
あ
る
。
若
い
時
に
さ

　う
い
ふ
、
自
分
自
身
よ
り
も
自
分
に
近
い
や
う
な
人
に
出
会
い
得
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
人
生
に
お
け
る
最
も
大
き
な
恵
み
で
あ
り
幸
福

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
であ
る
。
（
中
略
）
自
分
を
登
行
へ
誘
ふ
も
の
、
自
分
に
と
っ
て
自
分
自
身
に
至
る
道
に
な
る
も
の
、
真
実
の
意
味
で
師
で
あ
り
得
る
も

　
の
に出
会
ふ
と
い
ふ
こ
と
は
、
稀
有
な
仕
合
せ
で
あ
る
」
（
「
わ
が
師
西
田
幾
多
郎
先
生
を
語
る
」
Φ
－
H
①
）
。

西
谷
啓治
の
「
宗
教
／
哲
学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
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　こ
こ
で
の
不
思
議
な
言
い
方
、
「
自
分
自
身
よ
り
も
自
分
に
近
い
」
と
い
う
言
葉
は
、
実
に
「
神
は
私
自
身
よ
り
も
私
に
近
い
」
（
°
。
－
目
O
）

と
い
う
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
な
ど
に
由
来
す
る
言
葉
で
、
後
に
も
見
る
よ
う
に
西
谷
哲
学
の
核
心
に
触
れ
る
問
題
に
も
な
る
が
、
こ
こ
で
は
「
哲

学
以
前
」
（
O
山
H
）
が
重
要
で
あ
る
。
即
ち
、
西
田
の
「
哲
学
」
よ
り
も
、
ま
ず
西
田
の
「
人
」
に
触
れ
て
、
西
谷
の
「
哲
学
」
が
始
ま
る

の

であ
る
。
そ
う
す
る
と
、
こ
の
「
人
」
は
、
「
哲
学
以
前
」
に
し
て
同
時
に
「
哲
学
以
後
」
の
次
元
と
し
て
、
「
宗
教
」
の
次
元
に
連
な

る
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
は
、
「
宗
教
が
哲
学
の
終
結
」
に
し
て
「
根
抵
」
で
あ
る
と
い
う
西
田
（
『
善
の
研
究
』
序
）
の
立
場
の
継
承
で

も
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
西
谷
後
期
の
『
禅
の
立
場
』
（
緒
言
）
な
ど
で
は
や
が
て
明
確
化
さ
れ
る
が
、
〈
哲
学
V
を
挟
ん
だ
〈
哲
学

の

以前
と
以
後
〉
の
次
元
、
し
か
も
人
間
一
生
を
決
め
る
「
師
匠
」
と
の
関
係
（
西
田
の
死
後
も
か
の
「
怖
さ
」
は
生
き
て
い
る
よ
う
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
ん
　
　
に
ん

感覚
）
、
こ
の
よ
う
な
「
人
と
人
」
こ
そ
が
、
本
稿
の
主
題
「
宗
教
／
哲
学
」
の
源
泉
に
し
て
、
ま
さ
に
「
光
背
（
げ
巴
O
）
」
（
㌣
目
）
の
如

き
「
も
と
」
を
な
す
の
で
あ
る
。

　ま
た
「
哲
学
以
前
」
か
ら
「
哲
学
」
へ
の
西
谷
の
道
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
な
「
青
春
時
代
」
の
回
顧
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
は

西
谷
の

思索
の
出
発
点
に
も
な
る
「
己
事
究
明
」
と
い
う
問
題
次
元
が
現
れ
て
い
る
。
「
し
か
し
、
絶
望
に
沈
ん
だ
底
で
見
出
さ
れ
る
よ
う

な
、
生
そ
の
も
の
の
純
粋
肯
定
、
或
い
は
生
そ
の
も
の
の
生
き
る
力
と
言
っ
た
の
は
、
後
か
ら
解
釈
し
て
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
が
当
時

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の私
の
自
覚
に
上
が
っ
た
時
に
は
、
そ
れ
は
「
自
分
は
自
分
だ
」
と
い
う
形
で
現
れ
た
の
で
あ
っ
た
。
自
分
は
自
分
だ
と
い
つ
て
も
、
そ

れは
我
を
立
て
る
と
か
、
利
己
主
義
的
な
気
持
ち
と
か
い
ふ
意
味
で
は
な
い
。
む
し
ろ
、
自
分
が
自
分
自
身
へ
、
自
分
自
身
の
内
面
へ
帰
っ

た
と
も
い
う
べ
き
精
神
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
一
面
で
は
深
い
孤
独
の
気
持
ち
で
も
あ
っ
た
が
、
同
時
に
自
立
の
精
神
、
独
行
の
精
神
で
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

あ
っ
た
。
他
の
何
も
の
に
も
頼
ら
ず
、
自
分
自
身
に
立
脚
し
自
己
自
身
の
道
を
往
こ
う
と
い
う
気
持
ち
で
あ
っ
た
。
一
層
根
本
的
に
は
、

自
分
自
身
が
解
決
す
る
以
外
に
は
、
他
の
如
何
な
る
も
の
の
力
に
よ
っ
て
も
解
決
で
き
な
い
よ
う
な
、
何
か
そ
う
い
う
も
の
を
自
分
自
身



のう
ち
に
自
覚
し
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
或
い
は
、
さ
う
い
ふ
も
の
と
し
て
、
自
分
自
身
が
自
分
に
と
つ
て
一
つ
の
根
源
的
問
題
だ
つ
た
と

い

ふこ
と
で
あ
る
」
（
「
私
の
青
春
時
代
」
b
。
O
山
。
。
H
）
。

　
おそ
ら
く
師
と
な
る
西
田
と
の
出
会
い
以
前
に
も
、
漱
石
の
「
自
己
本
位
」
な
ど
を
通
し
て
親
し
み
憧
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
禅
の
世
界

ま
で
含
め
て
、
こ
の
「
自
分
は
自
分
だ
」
と
い
う
〈
勇
気
〉
、
「
自
己
の
も
と
」
を
「
も
と
・
む
」
純
粋
な
気
持
ち
こ
そ
が
、
少
な
く
と
も

西
谷
前
期
の

「
宗
教
／
哲学
」
の
「
も
と
」
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
西
谷
前
期
の
主
著
『
根
源
的
主
体
性
の
哲
学
』
の
「
緒
言
」

にも
看
取
さ
れ
る
。二

、
西
谷
前
期
の
中
心
点
－
脱
底
の
自
覚
1

西
谷前
期
の
全
体
を
端
的
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
中
心
点
を
求
め
る
と
す
る
な
ら
ば
、
や
は
り
前
期
の
主
著
『
根
源
的
主
体
性

の

哲学
』
（
一
九
四
〇
年
）
の
「
緒
言
」
に
あ
る
、
そ
の
表
題
の
由
来
を
述
べ
た
次
の
言
葉
で
あ
ろ
う
。
即
ち
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　　
「
（
a
）
「
わ
れ
在
り
」
と
い
う
ふ
こ
と
の
窮
極
の
根
底
は
底
な
き
も
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
　

（b
）
吾
々
の
生
の
根
源
に
は
脚
を
著
け
る
べ
き
何
も
の
も
無
い
と
い
ふ
所
が
あ
る
、
寧
ろ
立
脚
す
べ
き
何
も
の
も
無
い
所
に
立
脚

　
　
　
　
　
する
故
に
生
も
生
な
の
で
あ
る
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
　

（c
）
そ
し
て
さ
う
い
ふ
脱
底
の
自
覚
か
ら
新
し
い
主
体
性
が
宗
教
的
知
性
と
理
性
と
自
然
的
生
と
を
一
貫
す
る
も
の
と
し
て
現
れ

　
　
　
　
　
て来
る
。
大
体
そ
の
や
う
な
見
方
が
本
書
の
基
調
で
あ
る
」

　
　
　
　　
（
H
l
膳
分
節
と
強
調
は
筆
者
に
よ
る
）
と
言
う
。

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
i
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九



一
〇

　
（
a
）
こ
の
「
底
な
き
も
の
」
は
見
方
に
よ
り
限
り
な
く
複
雑
（
「
無
の
隠
蔽
的
現
前
」
H
－
b
。
°
。
b
。
）
且
つ
単
純
と
な
る
。
「
わ
れ
」
が
平
仮

名
で
し
か
も
「
わ
れ
在
り
」
と
一
息
で
言
わ
れ
、
即
ち
「
わ
れ
」
の
み
の
自
我
で
も
な
く
「
在
り
」
だ
け
の
存
在
で
も
な
く
、
あ
く
ま
で

　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「わ
れ
在
り
」
と
い
う
端
的
な
事
実
が
ず
ば
り
出
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
同
時
に
「
わ
れ
」
を
「
わ
れ
」
と
言
う
自
覚
の
事
実
で
も
あ
る
。

こ
の
自
覚
は
、
西
谷
初
期
の
『
神
秘
思
想
史
』
（
一
九
三
二
年
）
の
結
語
で
は
、
珍
し
く
分
か
り
や
す
く
、
「
自
分
は
自
分
で
あ
る
」
と
言

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

わ
れ
、
そ
の
二
重
性
が
「
超
越
的
な
、
神
す
ら
も
奪
い
得
ざ
る
自
由
」
と
「
自
己
の
う
ち
に
閉
じ
籠
る
こ
と
、
特
殊
者
の
孤
離
」
（
ω
ー
H
α
Q
Q
）

ヘ　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
の
矛
盾
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
前
者
（
自
由
）
は
西
谷
の
青
年
の
頃
以
来
の
「
自
分
は
自
分
だ
と
い
う
勇
気
」
の
根
本
経
験
と
し

て
、
後
者
（
孤
離
）
は
西
谷
前
期
を
貫
く
根
本
関
心
た
る
「
我
意
」
の
問
題
と
し
て
、
こ
の
「
わ
れ
在
り
」
の
自
覚
の
焦
点
を
な
す
。
特

に

通常
は
我
意
の
克
服
の
方
向
で
求
め
ら
れ
る
道
徳
や
宗
教
の
奥
に
、
更
に
一
段
と
高
め
ら
れ
深
め
ら
れ
た
よ
う
な
我
意
が
潜
ん
で
い
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

の

では
な
い
か
、
そ
の
よ
う
な
「
隠
れ
た
る
我
意
の
根
」
を
断
つ
こ
と
こ
そ
が
西
谷
前
期
の
根
本
主
題
と
な
る
の
で
あ
る
。
こ
の
「
自
分

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

は
自
分
だ
」
と
い
う
我
意
の
閉
鎖
性
が
打
破
さ
れ
る
に
は
、
つ
ま
り
「
わ
れ
在
り
」
の
底
が
抜
け
、
そ
の
「
窮
極
の
根
底
」
が
「
底
な
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

も
の
」
と
な
る
に
は
、
「
わ
れ
」
と
思
っ
て
い
る
そ
の
「
自
分
自
身
よ
り
自
分
に
近
い
」
（
b
O
I
Φ
み
　
Φ
I
H
①
　
H
α
ー
ド
膳
　
　
　
　
　
℃
　
　
　
　
　
　
》
　
　
）
何
か
（
師
の
西
田
で
あ
れ
、

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
神
性
で
あ
れ
、
無
心
で
あ
れ
）
と
の
出
会
い
が
不
可
欠
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
（
b
）
こ
こ
で
の
主
題
（
主
語
）
は
、
も
は
や
「
わ
れ
」
で
は
な
く
、
「
わ
れ
在
り
」
と
い
う
こ
と
自
体
の
底
な
き
根
源
性
、
即
ち
「
生

の

根
源性
」
に
他
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
、
主
著
全
体
の
、
ま
た
殊
に
そ
の
巻
頭
論
文
「
ニ
イ
チ
ェ
の
ツ
ァ
ラ
ツ
ス
ト
ラ
と
マ
イ
ス
タ
ー
．

エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
」
の
根
本
主
題
に
な
っ
て
い
て
、
「
ニ
イ
チ
ェ
と
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
う
ち
に
類
似
の
立
場
を
認
め
よ
う
と
し
た
も
の
」
（
H
－
膳
）

と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
双
方
の
立
場
が
「
生
の
根
源
性
」
（
第
一
章
・
第
二
章
の
表
題
）
と
捕
捉
さ
れ
て
西
谷
の
出
立
点
と
な
っ
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ

ニ
ヒ
リ
ズ
ム
は
ま
だ
主
題
化
さ
れ
て
は
い
な
い
。
こ
の
「
生
の
根
源
性
」
は
、
こ
の
主
著
の
表
題
『
根
源
的
主
体
性
』
と
表
裏
す
る
《
根



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

源的
自
然
性
》
と
い
う
根
本
主
題
で
あ
り
、
師
の
西
田
に
は
見
ら
れ
ぬ
西
谷
独
自
の
根
本
関
心
と
し
て
の
「
宗
教
に
於
け
る
自
然
性
」
と

いう
問
題
で
あ
る
。
こ
れ
は
「
神
秘
思
想
史
」
研
究
か
ら
汲
み
取
ら
れ
た
「
神
の
自
然
」
に
由
来
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
こ
の
《
自
然
》
の

明
暗

双々
底
が
「
我
意
」
克
服
の
要
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
（
c
）
で
は
、
「
生
」
の
根
源
性
は
同
時
に
「
生
」
の
無
底
性
と
な
り
、
《
根
源
性
》
即
《
無
底
性
》
と
い
う
「
脱
底
の
自
覚
」
（
1
1
転
換
）

から
「
新
し
い
主
体
性
」
が
現
成
し
て
来
る
、
し
か
も
「
宗
教
的
知
性
と
理
性
と
自
然
的
生
と
を
一
貫
す
る
も
の
」
と
し
て
現
成
し
て
来

る
と
い
う
。

　
以
上
の

分節
か
ら
前
期
西
谷
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。
第
一
に
は
、
す
べ
て
を
「
一
貫
す
る
」
《
主
体
性
》
の
徹
底

重視
で
あ
る
。
哲
学
の
立
場
と
し
て
は
ど
こ
ま
で
も
考
え
抜
く
「
勇
気
」
の
よ
う
な
気
迫
が
看
取
さ
れ
る
が
、
こ
の
勇
気
は
、
こ
の
主
著

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

の

主
軸
論
文

『
宗
教
・
歴
史
・
文
化
』
（
一
九
三
七
年
）
で
要
と
な
る
「
純
一
な
る
行
」
（
〒
°
。
㊤
）
へ
と
究
極
す
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
主

体
性
の

重
視は
、
一
方
で
「
人
間
自
主
の
立
場
」
（
文
化
）
の
尊
重
に
な
り
、
他
方
同
時
に
そ
の
裏
面
の
「
人
間
中
心
主
義
」
の
克
服
と
い

う
矛
盾
し
た
課
題
を
担
う
こ
と
に
な
る
。
第
二
に
注
目
す
べ
き
は
、
主
体
性
が
「
宗
教
的
知
性
と
理
性
と
自
然
的
生
」
の
三
つ
を
貫
く
と

いう
体
系
性
で
あ
る
。
こ
の
く
宗
教
と
理
性
と
自
然
V
の
三
つ
は
、
主
軸
論
文
の
表
題
の
三
つ
「
宗
教
・
歴
史
・
文
化
」
と
ほ
ぼ
重
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
が
ら
、
「
自
然
」
と
「
歴
史
」
と
の
差
異
も
残
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
の
「
宗
教
・
歴
史
・
文
化
」
と
い
う
問
題
、
或
い
は
問
題
連
関
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

『根
源的
主
体
性
の
哲
学
』
の
主
軸
を
な
し
、
し
か
も
後
に
見
る
よ
う
に
『
宗
教
哲
学
－
序
論
』
の
主
題
「
信
仰
・
認
識
・
体
験
」
と
の

精
確な
連
結
を
な
す
が
ゆ
え
に
、
西
谷
前
期
の
「
宗
教
／
哲
学
」
の
体
系
性
を
な
す
の
で
あ
る
。

　
以
上の
、
西
谷
前
期
の
諸
問
題
に
つ
い
て
は
別
に
論
じ
た
（
『
理
想
』
拙
論
参
照
）
の
で
、
こ
れ
ら
の
諸
問
題
、
「
底
な
き
」
脱
底
の
自

覚
、
「
生
（
自
然
）
の
根
源
性
」
、
「
根
源
的
主
体
性
」
の
体
系
な
ど
の
諸
主
題
が
、
中
期
西
谷
の
「
宗
教
／
論
」
に
お
い
て
、
そ
の
核
心
と

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
】



】
二

な
る
で
あ
ろ
う
「
自
己
の
も
と
」
を
廻
っ
て
い
わ
ば
反
復
さ
れ
深
化
さ
れ
て
ゆ
く
一
端
を
以
下
に
瞥
見
し
て
み
た
い
。

三
、
主
著
『
宗
教
と
は
何
か
』
（
「
宗
教
／
論
集
」
）
の
解
明
に
向
け
て

　
西
谷
の

主著
『
宗
教
と
は
何
か
』
（
一
九
六
一
年
）
は
、
六
つ
の
論
孜
か
ら
な
る
が
、
西
谷
自
身
が
そ
れ
ら
を
試
論
と
呼
ぶ
ゆ
え
に
、
こ

こ
で
も
「
試
論
」
と
い
う
言
葉
を
使
う
が
、
各
々
が
独
自
の
論
究
を
含
み
な
が
ら
峻
瞼
た
る
連
峰
を
な
す
「
宗
教
論
集
」
で
あ
る
。
こ
れ

ら
の
う
ち
、
①
第
一
試
論
「
宗
教
と
は
何
か
」
、
②
第
二
試
論
「
宗
教
に
お
け
る
人
格
性
と
非
人
格
性
」
（
以
上
、
一
九
五
四
年
）
、
と
③
第

三
試論
「
虚
無
と
空
」
、
④
第
四
試
論
「
空
の
立
場
」
（
以
上
、
一
九
五
五
年
）
ま
で
は
、
『
現
代
宗
教
講
座
』
に
連
載
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、

⑤第
五
試
論
「
空
と
時
」
と
⑥
第
六
試
論
「
空
と
歴
史
」
は
主
著
刊
行
の
際
に
書
き
下
ろ
さ
れ
た
論
孜
で
あ
る
。
こ
の
経
過
に
従
え
ば
、

お

およ
そ
三
つ
の
部
分
と
い
う
か
段
階
に
分
節
し
て
み
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　1
．
①
②
”
〈
問
い
の
転
換
V
と
し
て
、
宗
教
の
「
も
と
」
を
自
己
の
「
も
と
」
に
究
明
す
る
試
み
と
、
人
格
の
此
方
の
〈
非
人
格
性
〉

　
　
　
　
　
　
モ
チ
ー
フ
。

　H
．
③
④
”
〈
虚
無
か
ら
空
へ
の
転
換
〉
と
「
空
の
立
場
」
（
火
は
火
を
焼
か
ず
）
。

　m
．
⑤
⑥
“
〈
空
の
立
場
か
ら
の
歴
史
の
見
直
し
〉
と
「
時
の
も
と
」
の
錯
覚
。

　こ
の
主
著
の
全
体
、
特
に
③
や
④
の
難
解
極
ま
る
高
峰
へ
の
良
き
導
き
と
な
る
併
行
テ
ク
ス
ト
に
『
宗
教
と
人
生
』
（
一
九
五
四
年
）
が

あ
り
、
⑤
⑥
へ
の
補
助
テ
ク
ス
ト
に
『
宗
教
と
歴
史
』
（
一
九
五
九
年
）
が
あ
る
。
特
に
前
者
の
「
宗
教
的
要
求
」
、
「
虚
無
と
空
」
や
「
空

の

意味
」
な
ど
は
、
主
著
へ
の
理
解
の
た
め
の
最
も
直
の
助
け
と
な
る
。
《
西
谷
を
西
谷
自
身
に
よ
っ
て
解
明
す
る
方
法
》
に
も
な
る
で
あ



ろ
う
。
例
え
ば
「
空
の
立
場
」
を
「
底
な
く
」
と
い
う
一
語
で
転
語
で
き
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
は
「
白
い
も
の
は
底
な
く
白
い
、
そ

れ
が
空と
い
う
こ
と
で
あ
る
」
（
N
？
Q
。
刈
）
と
い
う
西
谷
自
身
の
捕
捉
で
あ
る
。
ま
た
そ
の
冒
頭
部
に
は
、
「
最
も
根
本
の
と
こ
ろ
か
ら
見
れ

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ば
、
宗
教
の
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
宗
教
は
人
生
そ
の
も
の
で
あ
る
。
人
生
の
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
に
お
い
て
は
、
人
生

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

は
宗
教
そ
の
も
の
に
ほ
か
な
ら
な
い
」
（
b
。
O
－
α
）
と
い
う
興
味
深
い
命
題
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
最
も
根
本
的
な
と
こ
ろ
」
を
「
も

と
」
と
転
語
す
れ
ば
、
ま
さ
し
く
《
宗
教
の
「
も
と
」
を
自
己
「
そ
の
も
の
」
の
「
も
と
」
に
究
明
す
る
新
た
な
試
み
》
と
し
て
本
稿
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

主
題と
な
る
の
で
あ
る
。
ま
た
同
じ
く
そ
の
冒
頭
で
続
け
て
、
「
こ
こ
で
は
、
宗
教
と
は
自
己
と
い
ふ
も
の
が
真
に
自
己
自
身
に
な
る
道
で

あ
り
、
同
時
に
ま
た
人
間
と
い
ふ
も
の
が
真
に
人
間
に
な
る
道
で
あ
る
と
い
ふ
角
度
か
ら
考
へ
て
み
た
い
。
す
な
は
ち
、
宗
教
に
お
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

初
め
て
、
人
間
と
し
て
の
我
々
の
窮
極
的
な
本
質
が
、
底
の
底
か
ら
、
丸
ぐ
る
み
、
押
し
出
さ
れ
て
く
る
。
し
か
も
そ
れ
は
常
に
、
自
己

が真
に
自
己
自
身
に
な
る
と
い
ふ
仕
方
に
於
い
て
だ
、
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
（
b
。
O
凸
）
と
言
わ
れ
る
。
着
目
す
べ
き
は
、
こ
の
「
自
己
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

真
に自
己
自
身
に
な
る
道
」
、
「
人
間
が
真
に
人
間
に
な
る
道
」
と
し
て
の
《
己
事
究
明
》
の
道
が
、
同
時
に
「
宗
教
／
哲
学
」
の
独
自
な

思索
の
道
に
も
な
る
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
「
最
も
根
本
の
と
こ
ろ
」
に
し
て
「
底
の
底
」
の
次
元
、
ま
さ
に
「
自
己
の
も
と
」
が

こ
れ
か
ら
の
我
々
自
身
の
探
究
の
的
に
な
る
の
で
あ
る
。

　
（
一
）
問
い
の
転
換
1
「
も
と
」
へ
の
究
明
－

　
西
谷
の

主著
『
宗
教
と
は
何
か
』
の
冒
頭
は
、
〈
問
い
の
転
換
〉
を
打
ち
出
す
、
面
白
い
三
重
の
構
造
を
孕
ん
で
い
る
と
思
わ
れ
る
。
即

ち
主
著
と
同
じ
表
題
の
第
一
試
論
「
宗
教
と
は
何
か
」
の
冒
頭
は
、
「
宗
教
と
は
何
か
」
の
問
い
を
重
ね
て
、
そ
の
吟
味
か
ら
始
め
ら
れ
て

いる
。

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
二



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　　
「
宗
教
と
は
何
か
と
い
ふ
こ
と
は
、
裏
か
ら
見
れ
ば
宗
教
と
い
ふ
も
の
が
我
々
に
と
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る
か
、
我
々
に
な
ぜ
必
要
か

　と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
」
こ
の
「
問
い
そ
の
も
の
が
併
し
、
す
で
に
問
題
を
ふ
く
ん
で
い
る
。
そ
の
問
い
を
出
す
人
に
と
っ
て
は
、
宗
教

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　は
ま
だ
必
要
に
な
っ
て
ゐ
な
い
。
宗
教
の
必
然
性
が
そ
の
人
の
う
ち
に
は
現
れ
て
い
な
い
。
彼
自
身
の
う
ち
で
宗
教
が
ま
だ
な
く
て
な

　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　ら
な
い
も
の
と
は
な
っ
て
ゐ
な
い
。
さ
う
い
ふ
こ
と
を
、
彼
は
そ
の
問
い
に
よ
っ
て
告
白
し
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
（
H
O
－
。
。
、
強
調
筆
者
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
冒
頭
一
行
目
で
既
に
コ
畏
か
ら
見
れ
ば
」
と
、
こ
の
問
い
「
宗
教
と
は
何
か
」
を
「
何
の
た
め
」
、
「
な
ぜ
必
要
か
」
と
転
語
す
る

点
に
、
西
谷
独
自
の
思
索
の
特
色
が
出
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。
「
宗
教
が
な
ぜ
必
要
か
」
と
い
う
問
い
は
、
実
は
西
谷
が
深
く
継
承
し
た
西

田
の
「
宗
教
的
要
求
」
（
『
善
の
研
究
』
第
四
編
第
一
章
）
の
末
尾
に
お
い
て
、
西
田
自
身
が
「
か
か
る
問
い
を
発
す
る
の
は
自
己
の
生
涯

の

真
面目
な
ら
ざ
る
を
示
す
も
の
で
あ
る
」
（
H
ー
嵩
ω
）
と
厳
し
い
叱
責
を
し
た
問
い
に
他
な
ら
な
い
。
西
谷
は
敢
え
て
同
じ
問
い
を
転
じ

て
、
逆
に
、
宗
教
の
必
然
性
、
「
な
く
て
な
ら
な
い
も
の
」
1
こ
の
言
葉
も
聖
書
の
「
マ
リ
ア
と
マ
ル
タ
」
（
ル
カ
一
〇
・
四
二
）
に
由
来

し
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
核
心
に
関
わ
る
問
題
で
あ
る
が
ー
を
も
示
唆
し
つ
つ
、
〈
問
い
の
転
換
〉
を
次
の
よ
う
に
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　　
「
宗
教
は
我
々
に
と
っ
て
何
の
た
め
に
あ
る
か
と
い
ふ
問
ひ
が
、
宗
教
の
本
質
か
ら
い
っ
て
、
問
ひ
と
し
て
間
違
っ
て
ゐ
る
と
い
ふ
ご

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　と
で
あ
る
。
そ
れ
は
宗
教
的
要
求
な
し
で
宗
教
を
理
解
し
よ
う
と
い
ふ
態
度
に
外
な
ら
な
い
。
そ
の
問
ひ
自
身
が
別
の
問
ひ
に
よ
っ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
破ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
問
ふ
人
自
身
の
内
か
ら
別
の
問
ひ
が
出
て
来
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
（
中
略
）
さ
う
い
ふ
問
ひ
を
破
る
別
の
問

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
ひと
は
、
そ
れ
と
逆
の
問
ひ
即
ち
我
々
自
身
が
何
の
た
め
に
あ
る
か
と
い
ふ
問
ひ
で
あ
る
」
（
H
O
－
α
）
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　こ
こ
に
は
、
〈
自
分
が
人
生
を
問
う
の
で
は
な
く
、
逆
に
人
生
か
ら
問
わ
れ
る
V
と
い
う
〈
自
分
の
転
換
〉
が
窺
わ
れ
る
。
「
我
々
に
と
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

て
」
を
よ
り
強
く
「
私
に
と
っ
て
」
（
只
o
ヨ
Φ
H
「
私
の
た
め
に
」
）
と
換
言
す
る
と
、
「
何
の
た
め
」
（
b
o
霞
－
ρ
信
o
同
）
と
い
う
問
い
は
、

既
に

暗
黙
のう
ち
に
「
私
の
た
め
に
」
（
b
o
自
ヨ
o
同
）
と
い
う
自
己
中
心
的
な
答
え
を
先
取
し
た
自
己
執
着
の
枠
構
造
を
孕
ん
で
お
り
、
「
初



め
か
ら
答
へ
の
道
を
蔽
ふ
や
う
な
問
い
方
」
（
H
O
よ
）
な
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
人
間
中
心
主
義
の
枠
構
造
（
只
o
目
Φ
）
を
打
破
す
る
問

いこ
そ
が
、
「
私
自
身
は
何
の
た
め
に
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
で
あ
り
、
こ
の
「
転
換
の
機
」
（
H
O
－
刈
）
に
立
っ
て
く
己
事
究
明
の
思
惟
V

も
始
ま
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

へ

　
　そ
の
究
明
の
方
法
こ
そ
が
、
「
実
在
の
実
現
1
1
自
覚
」
に
し
て
「
体
認
即
実
現
」
と
い
う
独
自
の
定
式
で
あ
り
、
次
の
よ
う
に
言
わ
れ

　
る
。　　

「
英
語
に
は
〈
実
現
す
る
〉
と
〈
わ
か
る
〉
と
い
ふ
両
方
の
意
味
を
も
っ
た
お
巴
圃
ω
Φ
と
い
ふ
語
が
あ
る
が
、
我
々
が
実
在
を
覚
知
し
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ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　得
る
の
は
、
実
在
自
身
が
我
々
に
於
て
自
ら
を
実
現
す
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
り
、
（
中
略
）
我
々
が
実
在
を
体
認
す
る
と
い
ふ
こ
と
の
う

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　ち
に
、
実
在
の
自
己
実
現
が
成
り
立
つ
。
従
っ
て
そ
の
体
認
（
同
Φ
β
〇
一
同
の
P
け
固
O
口
）
は
、
哲
学
的
な
認
識
と
違
っ
て
、
理
論
的
な
認
識
で
は
な

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　く
話
9
。
一
な
体
得
で
あ
る
」
（
H
O
－
°
。
）
。

　こ
の
「
体
認
」
の
要
は
、
「
何
が
真
に
実
在
で
あ
る
か
と
リ
ア
ル
に
問
い
求
め
ら
れ
て
行
く
」
と
い
う
「
宗
教
的
要
求
」
（
H
O
－
¢
）
の
〈
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

所
〉
、
即
ち
「
実
在
の
自
己
実
現
」
の
〈
場
所
〉
が
他
な
ら
ぬ
「
我
々
」
自
身
で
あ
る
こ
と
に
あ
り
、
こ
こ
に
「
哲
学
」
以
上
の
「
宗
教
性
」
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

（己
事
究明
）
に
独
自
の
「
リ
ア
ル
な
体
得
」
が
あ
り
、
同
時
に
西
田
哲
学
か
ら
由
来
す
る
霊
描
の
場
所
」
の
継
承
も
あ
る
だ
ろ
う
。
こ
れ

が明
瞭
と
な
る
の
は
、
デ
カ
ル
ト
の
方
法
的
懐
疑
と
の
鮮
や
か
な
対
照
を
見
せ
る
「
リ
ア
リ
テ
ィ
た
る
疑
の
リ
ア
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」
（
実
現

即
体認
）
と
し
て
の
「
大
疑
現
前
」
で
あ
る
。
こ
れ
が
「
意
識
の
場
」
を
破
る
「
大
死
一
番
」
の
転
換
に
な
る
こ
と
が
次
の
よ
う
に
鮮
や

か
に言
わ
れ
る
。
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ヘ
　
　
へ

　　
「
自
己
が
疑
ふ
と
い
ふ
意
識
作
用
の
極
に
、
「
自
己
が
」
と
い
ふ
分
別
を
破
る
も
の
が
自
己
の
根
底
か
ら
現
れ
る
と
い
ふ
の
が
、
大
疑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　と
い
ふ
も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
は
あ
く
ま
で
自
己
の
窮
ま
る
と
こ
ろ
に
し
て
同
時
に
「
自
己
」
の
な
く
な
る
と
こ
ろ
、
「
滅
す
る
」
と
こ

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
i
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
五
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ヘ
　
　
へ

　ろ
で
あ
る
。
（
中
略
）
そ
の
時
、
自
己
は
同
時
に
自
己
の
無
で
あ
る
。
そ
し
て
こ
の
無
が
、
「
大
疑
」
の
上
に
転
換
が
起
る
時
の
い
は
ば

　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

　
場所
と
な
る
。
大
疑
は
、
大
疑
自
身
か
ら
の
転
換
の
場
と
し
て
の
、
無
の
場
所
を
開
く
も
の
と
し
て
の
み
成
立
す
る
（
そ
れ
故
に
大
疑

　
であ
る
）
」
（
H
O
l
N
O
）
。

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　こ
の
《
自
己
は
同
時
に
自
己
の
無
》
と
い
う
転
換
は
、
宗
教
独
自
の
「
回
心
」
や
「
信
仰
」
に
相
応
す
る
で
あ
ろ
う
が
、
そ
の
転
換
の

場
と
し
て
の
「
無
の
場
所
」
に
は
、
「
神
の
ケ
ノ
ー
シ
ス
」
（
無
差
別
愛
）
を
受
容
す
る
「
自
己
の
無
」
と
し
て
の
「
罪
の
自
覚
」
な
ど
の

問
題
領
域
が
含
ま
れ
て
い
る
。
罪
や
悪
、
疑
も
信
も
、
〈
我
々
自
身
の
〉
事
柄
で
あ
る
が
同
時
に
本
質
的
に
は
〈
実
在
自
体
の
〉
事
柄
で
あ

る
。
こ
の
く
実
在
V
に
真
に
触
れ
る
に
は
「
意
識
の
場
を
踏
み
破
る
」
よ
う
な
転
換
が
不
可
欠
で
あ
る
。
こ
の
転
換
の
深
度
（
震
度
）
に

応
じ
て
「
何
が
真
に
実
在
で
あ
る
か
」
と
い
う
問
い
も
「
新
し
い
次
元
」
を
開
く
こ
と
に
な
る
が
、
こ
こ
に
出
て
く
る
の
が
西
谷
独
自
の

「非
人
格性
」
の
問
題
に
他
な
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な
た

　
（
二
）
人
格
性
の
此
方
1
「
非
人
格
性
」
モ
チ
ー
フ
ー

　
西
谷は
、
「
宗
教
と
科
学
」
と
い
う
問
題
を
現
代
世
界
の
根
本
問
題
と
見
て
、
近
代
以
降
の
科
学
が
惹
起
す
る
機
械
論
的
自
然
観
が
宗
教

の

「
人
格的
」
地
盤
を
崩
落
さ
せ
る
事
態
を
指
摘
す
る
。
例
え
ば
、
か
の
リ
ス
ボ
ン
の
大
地
震
（
一
七
五
五
年
）
を
廻
る
当
時
の
論
争
を

批
判し
た
カ
ン
ト
の
立
場
を
引
い
て
、
自
然
現
象
に
「
神
罰
」
を
読
み
込
む
「
誤
っ
た
目
的
論
」
を
非
難
す
る
と
同
時
に
「
自
然
の
ぎ
良
自
Φ
雫

魯
o
Φ
（
無
関
心
ま
た
無
関
係
）
」
を
指
摘
す
る
。
カ
ン
ト
は
近
代
哲
学
の
頂
点
に
立
ち
、
〈
自
然
と
人
間
〉
或
い
は
〈
自
然
と
自
由
〉
を
厳

格
に
峻
別
し
た
が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
〈
別
の
深
淵
〉
が
世
界
の
底
か
ら
襲
っ
て
来
る
こ
と
に
な
っ
た
。
近
代
科
学
に
よ
り
自
然
的
世
界
像

は
激
変
し
て
、
「
世
界
は
全
く
非
情
な
、
人
間
的
関
心
に
対
し
て
全
く
冒
臼
睦
巽
Φ
9
な
世
界
と
し
て
現
れ
」
、
こ
の
く
世
界
の
無
差
別
V
は



「神
と
人
間
と
の
人
格
的
関
係
を
横
に
切
断
す
る
も
の
」
（
H
O
山
O
ど
零
）
と
な
る
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
の
〈
宗
教
の
地
盤
〉
と
し
て
の
「
人

格性
」
が
脅
か
さ
れ
る
と
同
時
に
、
人
間
の
底
、
世
界
の
底
に
も
虚
無
を
見
、
そ
の
虚
無
に
の
み
立
脚
す
る
「
虚
無
の
主
体
化
」
を
惹
起

し
た
の
で
あ
る
。
〈
R
Φ
帥
江
o
Φ
区
亀
①
o
＞
（
神
か
ら
の
創
造
）
の
「
神
の
場
所
に
虚
無
が
見
ら
れ
る
」
（
H
O
よ
じ
。
）
と
い
う
逆
立
ち
し
た
〈
R
Φ
讐
δ

Φ

×
巳
匡
o
＞
（
無
か
ら
の
創
造
）
の
〈
無
の
深
淵
〉
が
現
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
「
無
神
論
の
主
体
化
が
真
に
徹
底
」
す
る
と
、
「
虚
無
が
自

己

存在
の
〈
脱
自
性
〉
の
場
と
い
ふ
超
越
的
な
性
格
を
も
つ
に
至
り
、
そ
こ
か
ら
、
人
間
の
自
由
な
自
立
性
が
神
へ
の
従
属
と
い
ふ
こ
と

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
徹
底
的
に
対
決
」
（
日
O
よ
蔭
）
す
る
こ
と
に
な
る
。
従
来
の
宗
教
性
は
転
倒
し
て
、
今
や
虚
無
が
く
超
越
の
場
所
V
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
な
「
虚
無
の
主
体
化
」
、
或
い
は
「
人
間
の
主
体
化
と
神
と
の
対
決
」
（
H
O
－
謡
）
と
い
う
未
解
決
の
問
題
に
対
し
て
、
西
谷
は
、

従来
の
キ
リ
ス
ト
教
自
身
が
未
展
開
の
部
分
を
掘
り
起
こ
し
て
打
開
す
る
方
向
を
探
求
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
イ
エ
ス
の
言
葉

（マタ
イ
五
・
四
三
～
四
八
）
で
あ
り
、
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
の
独
自
な
解
釈
で
あ
る
。
双
方
と
も
既
に
西
谷
前
期
に
お
い
て
も
着
目
さ
れ
て
「
宗
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ヘ
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ヘ
　
　
　
へ

教
に

おけ
る
自
然
性
」
の
問
題
と
し
て
主
題
化
さ
れ
て
い
た
。
即
ち
自
然
的
生
命
は
、
人
間
以
前
の
そ
れ
自
体
と
し
て
は
、
「
無
記
」
で
あ

り
「
善
で
も
悪
で
も
な
い
」
（
H
－
°
。
α
）
が
、
「
善
き
者
に
も
悪
し
き
者
に
も
恵
ま
れ
る
雨
」
と
い
う
ご
と
く
、
い
わ
ば
人
間
以
後
の
宗
教
性

と
し
て
〈
善
悪
の
彼
岸
〉
を
開
き
得
る
。
そ
れ
は
「
絶
対
的
愛
の
立
場
、
即
ち
神
性
の
無
或
は
脱
底
の
無
我
が
現
前
す
る
立
場
」
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
人
格性
の
底
な
る
非
人
格
的
な
人
格
性
、
或
は
人
格
的
非
人
格
性
」
（
ド
ー
°
。
ρ
9
H
山
H
N
）
に
現
れ
る
「
生
そ
の
も
の
と
し
て
の
愛
」
で
あ

り
、
神
秘
主
義
の
伝
統
で
は
「
神
の
自
然
」
（
H
I
o
。
『
）
と
呼
ば
れ
た
の
で
あ
る
。
シ
ェ
リ
ン
グ
の
「
無
底
」
（
q
昌
鵯
§
α
）
も
こ
れ
に
連
な

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
主著
に
お
い
て
も
同
じ
聖
句
の
吟
味
は
反
復
さ
れ
る
が
、
こ
こ
で
は
末
尾
の
言
葉
「
汝
ら
も
全
か
れ
」
（
マ
タ
イ
五
・
四
八
）
に
着
目
し
、

「
神
の
完
全
性
」
に
は
、
「
無
差
別
の
愛
」
と
一
つ
に
表
裏
す
る
「
己
を
空
し
く
す
る
」
（
ピ
リ
ピ
ニ
・
七
）
《
犀
Φ
⇔
o
ω
団
ω
》
（
ケ
ノ
ー
シ
ス
）
、

西
谷
啓治
の
「
宗
教
／
哲
学
」
i
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
ー
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
七



一
八
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

即ち
「
無
我
と
い
ふ
性
格
」
（
H
O
－
零
）
が
本
質
的
に
含
ま
れ
て
い
る
と
洞
察
し
て
、
次
の
よ
う
に
言
う
。
「
神
の
完
全
性
や
、
完
全
性
と
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て

の愛
は
、
〈
人
格
的
〉
と
い
ふ
よ
り
は
一
層
根
源
的
な
も
の
、
む
し
ろ
〈
人
格
的
〉
な
も
の
が
そ
れ
の
具
現
又
は
倣
ひ
と
し
て
初
め
て
成

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

立
す
る
と
い
ふ
や
う
な
も
の
、
と
考
へ
ざ
る
を
得
な
い
。
そ
の
意
味
で
、
そ
こ
に
は
超
人
格
性
乃
至
非
人
格
性
、
然
も
人
格
性
へ
の
単
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
へ

る
反
対
と
し
て
の
非
人
格
性
で
は
な
く
し
て
、
前
に
言
っ
た
や
う
な
人
格
的
な
非
人
格
性
と
も
い
ふ
べ
き
性
格
が
含
ま
れ
て
ゐ
る
」
，

（8
よ
Q
o
）
。
こ
こ
に
は
「
イ
ス
ラ
エ
ル
」
の
選
民
の
神
の
「
人
格
性
」
に
対
し
て
、
「
選
ば
ぬ
無
我
性
」
が
「
完
全
性
」
に
し
て
不
思
議
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「
非
人
格性
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
（
H
O
よ
㊤
）
。
神
に
関
し
て
は
、
「
単
に
人
格
的
と
い
ふ
よ
り
以
前
の
（
或
は
以
上
の
）
と
こ
ろ
、
人

格性
が
寧
ろ
そ
こ
か
ら
出
て
く
る
や
う
な
と
こ
ろ
」
（
H
O
よ
㊤
）
が
問
わ
れ
得
る
の
で
は
な
い
か
。
こ
こ
に
「
神
」
と
区
別
さ
れ
る
「
神
の

く
本質
V
と
し
て
の
神
性
」
、
ま
さ
に
「
も
と
」
と
し
て
「
神
の
根
抵
」
が
問
題
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
西
谷
前
期

（
『神
秘
思
想史
』
以
来
）
の
エ
ッ
ク
ハ
ル
ト
理
解
に
お
い
て
は
、
「
考
え
ら
れ
た
神
」
で
は
な
く
「
生
き
た
本
質
的
な
神
」

（G
Q
山
8
）
を
問
う
立
場
と
し
て
「
根
源
的
自
然
性
」
（
生
の
本
質
性
）
が
考
察
の
中
心
を
な
し
て
い
た
が
、
こ
の
主
著
に
お
い
て
も
人
間
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
も
　
と

根
源
的
主

体
性を
更
に
徹
底
す
る
た
め
に
、
人
間
の
自
己
存
在
の
根
拠
を
問
い
直
す
仕
方
で
、
人
格
的
な
「
神
」
の
根
砥
に
「
神
性
」
の

「無
」
を
見
る
立
場
を
究
明
す
る
の
で
あ
る
。
即
ち
か
の
「
霊
に
お
け
る
神
の
誕
生
」
で
は
、
即
ち
「
人
間
に
く
神
の
像
V
が
与
へ
ら
れ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
い
は
れ
る
時
、
さ
う
い
ふ
絶
対
の
無
と
し
て
の
神
性
ま
で
含
め
て
の
く
神
V
の
像
が
与
へ
ら
れ
る
」
（
H
O
－
謡
）
と
西
谷
は
言
う
。
そ
こ

で
か
の

「突破
」
に
お
い
て
は
、
霊
（
自
己
・
魂
）
は
自
ら
の
底
を
破
り
人
格
的
な
神
を
も
越
え
て
そ
の
神
の
根
抵
で
あ
る
「
神
性
の
無
」

にま
で
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
同
時
に
自
ら
の
主
体
性
に
し
て
「
わ
れ
在
り
」
の
根
源
に
徹
す
る
と
い
う
（
9
H
よ
α
）
。
そ
こ
は
神
性
の
「
砂

漠
」
で
あ
り
、
「
我
性
の
絶
対
的
な
死
」
と
し
て
の
「
離
脱
」
（
≧
り
触
四
Φ
ω
O
ぼ
Φ
α
Φ
b
げ
Φ
同
叶
）
で
あ
り
、
「
そ
れ
は
霊
が
全
く
我
性
を
奪
は
れ
た
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

こ
ろ
で
あ
り
な
が
ら
、
然
も
霊
自
身
の
最
後
の
根
抵
、
い
は
ば
底
な
き
根
抵
で
あ
る
。
霊
が
そ
こ
に
帰
っ
て
初
め
て
真
に
自
己
自
身
と
な



り
得
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
然
も
同
時
に
、
神
が
神
自
身
に
於
て
あ
る
と
こ
ろ
、
神
の
根
抵
で
あ
る
」
（
H
O
為
H
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
よ
う

な
「
思
想
の
独
自
性
」
を
西
谷
は
、
以
下
の
三
点
に
、
即
ち
「
第
一
に
、
被
造
物
へ
対
向
す
る
人
格
的
な
〈
神
〉
を
も
越
え
た
と
こ
ろ
に

ヘ

　　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

神
の
〈
本
質
〉
を
見
た
こ
と
で
あ
り
、
第
二
に
は
、
そ
の
神
性
が
絶
対
の
無
と
さ
れ
、
且
つ
我
々
に
と
っ
て
の
絶
対
的
な
死
即
生
の
場
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
へ

さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
し
て
第
三
に
、
そ
こ
に
お
い
て
の
み
人
間
が
真
に
自
己
自
身
で
あ
り
得
る
と
し
て
、
自
由
と
独
立
性
の
（
即

ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
主
体
性
の
）
徹
底
が
見
出
さ
れ
て
ゐ
る
」
（
H
O
－
謡
）
と
見
て
い
る
。
こ
れ
は
前
期
の
「
絶
対
無
」
の
三
つ
の
特
徴
（
超
越
性
・
無
我
性
・

自
由
性
）
に
も
対
応
す
る
（
目
I
o
o
O
）
が
、
前
期
・
中
期
に
一
貫
す
る
興
味
深
い
視
座
は
、
こ
の
「
神
の
根
抵
（
即
自
己
の
根
抵
）
」
が
「
自

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

己
の内
に
於
て
自
己
自
身
よ
り
も
一
層
自
己
に
近
い
」
（
H
O
－
H
O
b
。
｝
9
°
。
－
這
O
）
と
い
う
根
本
直
観
で
あ
る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
ま
さ
に
若
き
西

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

谷
の

「自
己
へ
の
勇
気
」
（
己
事
究
明
）
を
促
し
た
洞
察
と
し
て
、
「
根
源
へ
の
要
求
」
、
自
己
の
《
も
と
》
へ
の
究
明
で
あ
り
、
自
己
の
対

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

象
化し
得
な
い
こ
と
の
不
思
議
な
脱
自
的
な
絶
対
性
で
あ
り
、
「
絶
対
の
此
岸
」
と
し
て
「
空
」
の
立
場
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
る
。

　こ
の
よ
う
な
究
明
を
踏
ま
え
て
、
西
谷
は
、
人
格
中
心
主
義
を
鋭
く
批
判
す
る
。
確
か
に
人
格
は
、
従
来
ま
で
最
高
の
人
間
観
念
と
し

て殆
ど
自
明
視
さ
れ
て
き
た
が
、
人
格
を
人
格
か
ら
見
る
従
来
の
「
人
格
中
心
的
な
人
格
把
握
」
そ
の
も
の
が
、
「
既
に
一
つ
の
捉
わ
れ
で

あ
り
、
一
種
の
自
己
執
着
」
（
H
O
鳥
P
H
零
）
で
は
な
い
の
か
、
と
大
胆
に
問
い
直
す
。
「
人
格
と
い
ふ
も
の
は
む
し
ろ
、
そ
れ
自
身
と
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

は
人
格
的
と
も
言
へ
な
い
や
う
な
も
の
の
現
れ
、
一
つ
の
現
象
で
あ
る
。
（
中
略
）
人
格
は
い
は
ば
現
象
す
る
も
の
な
き
現
象
と
も
い
ふ
ベ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

き
も
の
で
あ
る
。
人
格
の
背
後
に
は
何
も
な
い
。
即
ち
こ
の
く
何
も
な
い
V
が
背
後
に
あ
る
。
（
中
略
）
無
と
い
ふ
〈
も
の
〉
も
な
い
と
い

　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ふ

絶
対
無は
、
考
へ
ら
れ
た
無
で
は
な
く
、
た
だ
生
き
ら
れ
得
る
の
み
で
あ
る
」
（
H
O
l
刈
㊤
～
o
o
O
）
と
い
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

　
こ
の
よ
う
な
「
無
」
の
現
前
と
し
て
の
人
格
中
心
主
義
の
突
破
は
、
そ
の
「
人
間
自
身
の
実
存
的
な
転
換
、
一
種
の
回
心
」
に
し
て
「
絶

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

対無
の
現
成
と
し
て
の
自
己
開
現
」
（
H
O
－
°
。
O
）
と
呼
ば
れ
、
次
の
よ
う
に
、
「
無
の
現
成
」
や
転
換
の
方
向
が
、
人
格
の
く
彼
方
V
で
は
な

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
ー
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
九



二
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

く
、
人
格
の
〈
此
方
〉
へ
「
出
る
」
こ
と
に
徹
見
さ
れ
て
い
る
。
即
ち
「
人
格
的
自
己
の
一
層
こ
ち
ら
側
に
、
端
的
な
自
己
自
身
と
し
て
、

〈何
も
な
い
V
が
開
け
る
時
、
無
は
如
実
に
、
リ
ア
ル
に
、
自
己
を
実
現
し
て
く
る
。
そ
し
て
自
己
に
体
認
さ
れ
る
。
曾
て
言
っ
た
意
味
で

自
己
存
在
が
無
の
お
巴
♂
9
江
8
と
な
る
。
体
認
と
い
ふ
の
は
無
を
見
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
強
い
て
い
へ
ば
、
〈
不
見
の
見
〉
と
い
は

れる
や
う
に
、
見
ず
し
て
見
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
真
の
無
は
生
け
る
無
で
あ
り
、
生
け
る
無
は
た
だ
自
護
さ
れ
る
ほ
か
な
い
の
で
あ

る
」
（
H
O
l
o
o
H
）
と
。
こ
の
よ
う
に
し
て
、
人
格
は
、
「
絶
対
無
の
現
成
」
に
し
て
「
絶
対
無
の
面
」
（
ペ
ル
ソ
ナ
）
で
あ
る
が
、
決
し
て
安

易
な
く
仮
面
や
仮
象
V
で
は
な
く
、
ど
こ
ま
で
も
「
最
も
実
在
的
な
実
在
」
で
あ
る
と
同
時
に
「
最
も
根
源
的
に
假
」
（
H
O
－
°
。
b
。
）
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
け
ろ
ん

仏
教
独
自
の
両
義
性
を
帯
び
る
こ
と
に
な
る
。
「
空
・
仮
・
中
」
の
「
中
」
や
、
「
自
性
即
ち
無
性
」
の
〈
脱
・
仮
論
〉
の
次
元
は
、
「
空
」

の

立場
で
究
明
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

　
（
三
）
虚
無
か
ら
空
へ
ー
〈
深
淵
の
深
淵
／
絶
対
此
岸
＞
1

　多
く
の
宗
教
に
は
、
「
自
己
に
死
し
て
神
に
生
き
る
」
と
言
わ
れ
る
よ
う
な
「
死
し
て
生
き
る
」
と
い
う
「
死
即
生
」
の
転
換
が
必
須
と

さ
れ
る
が
、
し
か
し
従
来
の
宗
教
は
〈
人
格
や
精
神
〉
を
希
求
す
る
「
生
の
方
向
」
が
主
軸
で
あ
り
、
「
科
学
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
を
結
ぶ
」
よ

う
な
「
死
の
方
向
」
は
無
視
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
世
界
の
如
実
相
が
双
方
向
の
交
叉
点
で
あ
り
、
生
と
死
と
の
「
二
重
写
し
」
で
あ
る

なら
ば
、
西
谷
の
思
索
は
、
「
生
即
死
、
死
即
生
」
と
い
う
「
即
」
の
「
直
下
」
（
H
O
山
8
）
へ
向
け
て
、
虚
無
を
越
え
て
、
「
生
死
一
如
」

の

「空
」
の
立
場
へ
と
究
明
す
る
こ
と
に
な
る
。

　先
に
見
た
「
非
人
格
性
」
へ
の
着
眼
、
こ
れ
は
既
に
人
間
中
心
主
義
の
核
心
と
し
て
の
「
意
識
的
自
己
」
の
立
場
へ
の
徹
底
的
な
「
摘

発
」
（
H
O
幽
H
）
で
あ
り
、
ま
さ
に
問
題
の
「
意
識
の
場
」
を
破
る
「
虚
無
の
場
」
へ
の
端
緒
と
な
る
。
し
か
し
「
意
識
の
場
」
に
お
け
る



〈
対象
・
表
象
〉
関
係
や
〈
主
観
・
客
観
〉
構
造
に
は
払
拭
し
が
た
い
矛
盾
が
潜
ん
で
い
る
。
実
に
「
主
観
の
外
と
い
は
れ
る
も
の
も
な
ほ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

主
観的
で
あ
る
。
（
略
）
表
象
か
ら
独
立
な
も
の
と
い
ふ
こ
と
自
身
が
、
や
は
り
表
象
と
し
て
の
み
成
立
す
る
と
い
ふ
こ
と
は
、
表
象
に
（
従
っ

てま
た
対
象
に
）
本
質
的
に
含
ま
れ
る
パ
ラ
ド
ッ
ク
ス
で
あ
り
、
意
識
と
い
ふ
も
の
の
場
に
本
質
的
な
ア
ポ
リ
ア
で
あ
る
」
（
H
O
山
b
。
b
。
）
と

言
わ

れる
。
現
今
で
は
、
こ
の
〈
主
観
性
・
表
象
性
〉
は
〈
言
語
性
〉
に
ま
で
拡
大
さ
れ
る
か
も
し
れ
な
い
。
こ
の
矛
盾
の
脱
却
は
容
易

では
な
い
。
「
対
象
」
や
「
表
象
」
は
「
虚
無
の
場
」
に
抜
け
て
は
じ
め
て
、
「
事
物
自
身
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
へ
と
翻
る
の
で
あ
る
。

　
西
谷は
、
こ
の
翻
り
を
生
き
生
き
と
語
る
。
西
谷
に
よ
れ
ば
、
虚
無
は
、
「
主
観
的
な
気
分
や
空
想
、
或
い
は
観
念
」
な
ど
で
は
な
く
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
ず
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
じ

自
分
自
身
の
現
存
在
と
同
じ
く
「
現
実
的
な
リ
ア
リ
テ
ィ
」
で
あ
る
が
、
我
々
が
余
り
に
も
深
く
「
日
常
性
に
泥
ん
で
」
、
廻
り
が
「
鴫
み

深
い
も
の
」
に
な
っ
て
い
る
た
め
に
「
虚
無
の
リ
ア
リ
テ
ィ
」
に
気
づ
か
な
い
と
言
う
。
例
え
ば
、
自
分
の
家
族
や
親
友
で
も
、
果
た
し

て
、
そ
の
存
在
、
そ
の
「
現
成
」
の
《
も
と
》
を
「
知
っ
て
い
る
」
で
あ
ろ
う
か
。
西
谷
は
、
「
我
々
が
我
々
自
身
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
ヘ

　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

去る
の
か
知
ら
な
い
や
う
に
、
最
も
身
近
な
人
間
に
つ
い
て
す
ら
も
、
そ
の
人
間
述
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
去
り
行
く
か
を
知
ら
な
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
へ

彼
が
現
に
自
分
の
面
前
に
存
在
し
て
ゐ
る
そ
の
存
在
そ
の
も
の
の
「
も
と
」
を
知
ら
な
い
。
彼
は
も
と
も
と
、
本
来
的
に
、
自
分
の
「
知

ヘ　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
ぬ
人
」
な
の
で
あ
り
、
本
質
的
に
見
知
ら
ぬ
人
な
の
で
あ
る
」
（
H
O
山
H
ω
、
9
「
或
る
結
婚
式
に
て
」
b
。
H
－
嵩
ω
）
と
述
べ
、
「
（
庭
先
の
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

に

つ
い

ても
）
我
々
は
や
は
り
そ
の
美
し
い
小
さ
な
姿
相
が
何
処
か
ら
現
れ
て
何
処
へ
消
え
て
行
く
の
か
を
知
ら
な
い
。
そ
れ
の
背
後
に

は
絶
対
的
な
虚
無
が
あ
る
。
そ
の
虚
無
は
我
々
の
背
後
に
も
あ
り
、
我
々
と
草
花
と
の
間
に
も
あ
る
。
そ
の
虚
無
の
深
淵
を
距
て
て
、
目

　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

前
の
草
花
も
我
々
に
は
知
ら
ぬ
存
在
な
の
で
あ
る
」
（
H
O
－
H
に
）
と
語
る
。
こ
の
「
知
ら
ぬ
」
感
覚
が
「
大
疑
現
前
」
を
喚
起
す
る
。
す
る

と
「
談
笑
し
て
い
る
」
人
間
二
人
の
間
に
も
「
銀
河
系
が
ひ
ろ
が
り
星
雲
が
渦
巻
く
」
の
み
な
ら
ず
「
宇
宙
的
な
虚
無
」
の
《
深
淵
》
が

開
か
れ
て
く
る
と
言
う
。

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
ー
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
一



二
二

　こ
の
よ
う
な
「
虚
無
の
リ
ア
ル
な
経
験
」
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
虚
無
を
存
在
の
否
定
概
念
と
し
て
「
存
在
」
の
「
そ
と
」
（
ほ
か
）
へ
と

表
象化
・
実
体
化
す
る
傾
向
が
我
々
に
は
拭
い
難
い
。
「
そ
こ
で
は
虚
無
は
な
ほ
自
己
存
在
の
根
抵
に
、
そ
の
存
在
の
〈
根
抵
な
き
こ
と
〉

（
O
霊
口
臼
o
ω
お
犀
Φ
巳
と
し
て
、
自
己
存
在
の
側
か
ら
見
ら
れ
て
ゐ
る
」
（
H
O
－
8
°
。
）
。
こ
こ
に
は
お
そ
ら
く
『
自
由
論
』
で
の
「
無
底
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

（d
ゴ
鴨
§
α
）
の
宗
教
性
と
の
対
比
で
の
哲
学
的
思
惟
（
「
述
語
」
）
の
限
界
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
元
来
、
空
は
「
空
も
ま
た
空
」
（
空
亦

復空
）
と
し
て
、
「
空
」
の
表
象
を
否
定
し
て
初
め
て
空
で
あ
り
、
却
っ
て
有
と
別
で
は
な
く
、
全
く
有
と
一
つ
に
自
覚
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

「有
に
囚
わ
れ
た
」
常
見
も
「
無
に
囚
わ
れ
た
」
断
見
も
、
双
方
を
脱
却
し
た
「
無
執
着
の
立
場
」
こ
そ
「
空
の
立
場
」
と
さ
れ
る
。
そ
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

で
西
谷は
、
次
の
よ
う
な
見
事
な
表
現
を
す
る
。
「
空
と
か
無
と
か
は
、
我
々
が
そ
れ
に
向
ひ
得
る
や
う
な
も
の
で
は
な
い
。
我
々
に
対
す

る
も
の
と
し
て
我
々
自
身
の
前
に
見
出
し
得
る
も
の
、
総
じ
て
対
象
的
に
表
象
さ
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
む
し
ろ
我
々
が
そ
の
や
う
な

態
度を
と
る
や
否
や
直
ち
に
隠
れ
去
る
や
う
な
も
の
で
あ
る
。
（
略
）
空
と
い
ふ
立
場
は
、
さ
う
い
ふ
主
体
的
な
虚
無
の
立
場
を
も
超
え
た
、

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

然も
そ
れ
の
一
層
此
岸
へ
越
え
た
立
場
と
し
て
、
絶
対
的
に
対
象
化
さ
れ
得
な
い
立
場
な
の
で
あ
る
」
と
言
い
、
続
け
て
、
「
そ
れ
故
、
虚

無
の

深
淵と
い
は
れ
る
も
の
も
、
実
は
空
の
う
ち
に
於
て
の
み
成
り
立
つ
。
（
略
）
虚
無
が
存
在
す
る
も
の
に
と
っ
て
一
つ
の
深
淵
で
あ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

やう
に
、
空
は
そ
の
虚
無
の
深
淵
に
と
っ
て
も
一
つ
の
深
淵
で
あ
る
と
い
へ
る
。
例
へ
ば
底
知
れ
ぬ
深
い
谷
も
実
は
際
涯
な
き
天
空
の
う

ヘ　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ち
に
あ
る
と
も
言
へ
る
が
、
そ
れ
と
同
様
に
虚
無
も
空
の
う
ち
に
あ
る
。
（
略
）
そ
れ
（
天
空
）
は
我
々
の
立
つ
足
元
に
も
あ
り
、
谷
底
の

更
に
底
に
も
あ
る
」
（
H
O
l
H
H
O
）
と
言
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
な
た

　こ
の
よ
う
に
「
空
」
は
、
一
切
の
表
象
性
を
破
る
「
絶
対
に
対
象
化
さ
れ
得
な
い
」
此
方
と
し
て
、
「
絶
対
に
超
越
的
な
此
岸
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
く
う
　
　
　
　
　
　
　
そ
　
ら

さ
ら
に
他
な
ら
ぬ
「
虚
空
」
（
1
1
天
空
）
と
し
て
、
こ
の
〈
深
淵
の
深
淵
〉
と
し
て
、
〈
虚
無
の
彼
方
の
み
な
ら
ず
虚
無
の
此
方
〉
と
し
て
、

ま
さ
し
く
我
々
の
「
足
元
」
、
自
己
の
《
も
と
》
へ
と
開
か
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
、
先
の
「
絶
対
無
」
が
人
格
的
な
神
の
「
根
抵
」



と
し
て
、
「
神
の
彼
岸
的
な
背
面
」
で
あ
り
な
が
ら
、
直
ち
に
「
自
己
の
根
抵
」
と
し
て
、
「
自
己
の
此
岸
的
な
正
面
」
（
H
O
山
H
b
。
）
へ
と
直

下
に

転回
さ
れ
た
事
態
が
さ
ら
に
深
く
捕
捉
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
に
通
常
の
〈
彼
岸
と
此
岸
〉
と
い
う
対
立
を
越
え
た
「
絶
対
的
此
岸
の

宗教
」
と
し
て
の
佛
教
の
特
色
が
鮮
や
か
に
出
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

　し
か
し
問
題
の
要
は
、
「
此
岸
へ
の
転
入
」
で
あ
る
。
か
の
「
意
識
の
場
」
で
は
、
〈
身
心
・
理
性
・
人
格
〉
は
あ
く
ま
で
「
自
ら
を
捉

え
る
と
い
ふ
仕
方
で
自
ら
に
捉
わ
れ
る
」
と
い
う
「
自
己
内
在
的
な
自
己
把
捉
、
或
い
は
自
己
中
心
性
」
に
染
め
ら
れ
て
い
る
。
「
そ
の
限

り
、
我
々
は
本
質
的
に
自
執
的
な
の
で
あ
る
。
即
ち
、
自
ら
の
絶
対
的
此
岸
で
あ
る
空
の
立
場
を
自
ら
閉
じ
て
ゐ
る
。
そ
の
限
り
ま
た
、

我
々
に
と
っ
て
、
そ
の
絶
対
的
此
岸
は
恒
に
絶
対
的
彼
岸
な
の
で
あ
る
」
（
H
O
－
H
嵩
）
。
で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

　
西
谷は
、
ま
さ
に
「
場
と
し
て
の
空
」
（
8
山
旨
）
を
開
く
た
め
に
、
か
の
「
直
下
」
と
し
て
の
《
も
と
》
に
着
目
す
る
。
「
意
識
の
場

も
虚
無
の
場
も
、
空
の
場
を
離
れ
て
成
立
し
て
い
る
の
で
は
な
い
。
（
略
）
空
に
於
て
事
物
は
事
物
自
身
の
も
と
に
あ
る
。
（
略
）
そ
こ
に
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

於
て自
己
は
真
に
自
己
自
身
の
も
と
に
あ
る
。
草
木
が
そ
れ
自
身
の
底
に
徹
し
て
草
木
自
身
で
あ
り
、
瓦
石
が
あ
く
ま
で
瓦
石
で
あ
る
と
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ヘ
　
　
　
へ

こ
ろ
に
、
そ
し
て
そ
の
こ
と
と
自
己
同
一
的
に
、
自
己
は
底
に
徹
し
て
自
己
自
身
で
あ
る
。
そ
れ
が
無
知
の
知
で
あ
り
、
空
の
場
に
外
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

ら
な
い
」
（
H
O
I
冨
Q
Q
）
と
。
こ
の
最
後
の
「
無
知
の
知
」
、
或
い
は
「
空
に
於
て
事
物
は
事
物
の
も
と
に
、
自
己
は
自
己
の
も
と
に
あ
る
」

と
い
う
「
も
と
」
と
「
空
の
場
」
と
の
連
関
の
〈
自
覚
〉
、
そ
こ
で
の
「
自
己
の
自
性
」
と
「
も
の
の
自
体
」
の
「
自
覚
」
、
ま
さ
に
表
象

的
な
思
惟
か
ら
は
絶
対
の
「
不
可
得
」
（
H
？
H
b
。
O
）
と
さ
れ
る
よ
う
な
《
自
性
（
即
無
性
）
の
自
覚
》
こ
そ
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

（四
）
空
の
立
場
1
「
火
は
火
を
焼
か
ず
」
1

西
谷は
、
「
空
の
立
場
」
の
究
明
に
際
し
て
、
従
来
の
西
洋
の
存
在
論
に
お
い
て
根
本
範
躊
と
さ
れ
て
き
た
「
実
体
」
や
「
主
体
」
を
大

西
谷
啓
治
の

「
宗
教
／
哲学
」
ー
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
ー
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
三



二
四

胆
に
も
問
い
直
し
、
空
に
お
け
る
「
も
の
」
や
自
己
の
あ
り
方
は
「
実
体
的
で
も
主
体
的
で
も
な
い
」
と
し
て
、
不
思
議
な
別
の
「
自
体
」

を
打
ち
出
す
の
で
あ
る
。
「
然
ら
ば
、
実
体
で
も
主
体
で
も
な
い
〈
自
体
〉
と
は
如
何
な
る
あ
り
方
で
あ
ら
う
か
」
（
H
O
山
b
。
①
）
と
問
う
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

「も
の
」
の
「
自
体
性
」
を
、
「
火
は
火
を
焼
か
ず
、
刀
は
刀
を
切
ら
ず
、
眼
は
眼
を
見
ず
」
（
H
O
－
罎
b
。
も
h
屋
O
）
と
い
う
古
人
の
言
葉
で
示

唆
する
。
「
火
の
自
体
」
は
、
《
自
性
》
と
し
て
は
「
燃
焼
」
そ
の
も
の
で
あ
る
が
、
同
時
に
「
燃
焼
」
の
只
中
で
の
「
非
燃
焼
」
と
い
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ご
う
か

《無自
性
》
に
他
な
ら
な
い
、
と
い
う
驚
く
べ
き
「
存
在
」
の
脱
自
性
と
超
越
性
に
着
目
す
る
の
で
あ
る
。
こ
の
古
語
は
、
す
ぐ
に
「
劫
火

と
う
ね
ん
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
と
う
ざ
ん
む
か
ん
じ
ょ

洞然
」
（
碧
眼
第
2
9
則
）
や
「
洞
山
無
寒
暑
」
（
碧
眼
第
4
3
則
）
等
を
連
想
さ
せ
る
が
、
い
ず
れ
も
否
定
（
脱
自
性
）
と
同
時
の
《
底
な
し
》

の大
肯
定
（
超
越
性
）
の
徹
底
化
が
看
取
さ
れ
る
。
「
底
ぬ
け
に
」
熱
い
、
「
天
地
一
杯
」
熱
い
は
、
同
時
に
無
熱
。
こ
れ
は
「
煩
悩
即
菩

提
」
や
「
生
死
即
浬
葉
」
と
い
う
佛
教
の
根
本
主
題
に
係
る
と
思
わ
れ
る
が
、
西
谷
は
大
胆
に
言
う
、
「
自
体
は
く
実
体
V
で
も
な
く
＜
主

体
〉
で
も
な
い
。
今
ま
で
日
常
人
々
が
問
題
に
し
な
か
っ
た
の
み
な
ら
ず
、
哲
学
す
ら
そ
の
存
在
論
に
於
て
考
察
に
上
さ
な
か
っ
た
や
う
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ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

な
、
全
く
別
の
存
在
概
念
で
あ
る
。
併
し
例
え
ば
芭
蕉
は
、
〈
松
の
こ
と
は
松
に
な
ら
へ
、
竹
の
こ
と
は
竹
に
な
ら
へ
〉
と
言
っ
て
ゐ
る
。
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ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ
れ
は
、
（
略
）
松
が
松
自
身
で
あ
り
竹
が
竹
自
身
で
あ
る
と
こ
ろ
の
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
体
的
な
有
り
方
に
自
分
自
身
も
な
っ
て
、
そ
の
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

こ
ろ
で
松
を
見
、
竹
を
見
よ
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ
ら
が
如
実
に
現
成
し
て
ゐ
る
そ
の
次
元
へ
参
入
す
る
、
と
い
う
こ
と
を
要
求
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
な
め

て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
（
H
〒
置
α
）
と
。
こ
の
「
な
ら
ふ
」
と
い
う
行
為
（
参
入
）
が
要
で
あ
る
。
と
い
う
の
も
「
〈
も
の
〉
自
体
は
我
々
が

ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

そ

の自
体
へ
、
即
ち
周
辺
か
ら
中
心
へ
、
躍
入
す
る
と
い
ふ
こ
と
に
よ
る
以
外
に
は
開
示
さ
れ
得
な
い
。
そ
の
躍
入
と
は
、
我
々
自
身
に

空
の

場
が開
か
れ
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
」
（
H
O
山
疇
）
と
か
、
「
周
辺
で
は
な
い
中
心
に
於
て
は
、
〈
も
の
〉
は
有
る
が
ま
ま
に
、
然
も
外

から
触
れ
る
こ
と
を
許
さ
な
い
や
う
な
仕
方
で
、
自
ら
を
定
立
し
て
ゐ
る
。
さ
う
い
ふ
自
体
的
な
あ
り
方
を
、
さ
き
に
く
中
V
と
呼
ん
だ

の

であ
る
」
（
H
？
に
o
。
）
と
言
わ
れ
る
。
こ
の
「
中
」
は
、
天
台
三
観
の
「
空
・
仮
・
中
」
の
「
中
」
で
は
な
く
、
む
し
ろ
禅
の
「
説
似
一



物
即
不中
」
（
説
い
て
一
物
に
似
す
る
も
即
ち
中
ら
ず
）
の
「
中
」
で
あ
る
。
六
祖
慧
能
の
「
是
什
麿
物
急
麿
来
」
（
何
者
が
来
た
の
か
）

と
い
う
問
い
へ
の
南
嶽
の
苦
渋
の
応
答
と
し
て
の
「
不
中
」
（
的
中
せ
ず
）
に
他
な
ら
な
い
［
西
谷
の
第
四
試
論
の
結
語
が
ま
さ
に
、
こ
の

「
中
」
の
現
前
な
の
で
あ
る
］
。

　こ
の
不
思
議
な
「
自
体
」
の
「
中
」
と
は
、
「
も
の
」
が
そ
れ
自
身
の
位
置
に
定
ま
っ
て
集
中
し
た
有
り
方
の
こ
と
で
あ
り
、
ま
さ
に
坐

禅
の
集
中
と
し
て
の
「
禅
定
」
、
釈
尊
の
八
正
道
の
終
結
の
「
正
定
」
、
三
学
「
戒
・
定
・
慧
」
の
「
定
」
で
あ
り
、
「
火
は
火
を
焼
か
ず
」

と
は
、
火
の
燃
焼
の
只
中
の
「
火
定
三
昧
」
（
H
O
－
鼠
O
）
に
他
な
ら
な
い
。
「
中
」
へ
の
「
転
入
」
と
は
、
こ
の
「
定
」
に
「
入
る
」
こ
と

であ
り
、
「
〈
も
の
〉
が
自
得
し
て
ゐ
る
と
こ
ろ
に
於
て
く
も
の
V
を
会
得
す
る
こ
と
」
（
H
O
－
H
α
゜
。
）
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
〈
自
得
即
会
得
〉

の自
覚
（
体
認
）
は
西
洋
の
存
在
論
に
は
未
知
の
次
元
に
な
る
。

　
虚無
か
ら
空
へ
の
転
換
は
、
虚
無
の
否
定
性
が
さ
ら
に
徹
底
さ
れ
る
こ
と
で
そ
の
彼
岸
性
や
表
象
性
の
残
津
が
払
拭
さ
れ
る
。
「
空
の
立
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ヘ
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へ

場
の

根本
は
、
自
己
が
空
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
空
が
自
己
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
、
〈
も
の
V
が
空
で
あ
る
と
い
ふ
よ
り
も
、
空

ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

が

〈も
の
〉
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
に
存
す
る
。
さ
う
い
ふ
転
換
に
於
て
は
じ
め
て
、
虚
無
が
存
在
の
彼
岸
と
し
て
見
ら
れ
る
と
い
ふ
立
場

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

が
越え
ら
れ
る
」
（
H
O
山
㎝
①
）
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、
こ
の
「
転
換
と
し
て
超
越
」
（
b
。
O
－
巽
）
は
「
到
彼
岸
」
を
「
絶
対
的
此
岸
」
に
転
ず

る
こ
と
に
な
る
。
こ
の
超
越
の
方
向
と
し
て
の
《
此
岸
的
な
直
下
性
》
が
、
自
己
の
「
も
と
」
と
し
て
次
の
よ
う
に
鮮
や
か
に
述
べ
ら
れ

る
。
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ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
「
併
し
空
が
自
己
で
あ
る
と
は
抑
々
如
何
な
る
こ
と
で
あ
る
か
。
空
は
世
界
可
能
の
場
、
そ
し
て
〈
も
の
〉
の
存
在
可
能
の
場
で
あ
る
。
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へ

空
が自
己
で
あ
る
と
は
、
自
己
が
も
と
も
と
、
自
己
の
〈
も
と
〉
に
於
て
、
そ
の
や
う
な
場
と
し
て
有
る
と
い
ふ
こ
と
で
あ
る
。
（
略
）
真
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に自
己
自
身
の
も
と
に
あ
る
自
己
、
本
来
の
自
己
自
体
と
し
て
は
、
自
己
の
そ
の
く
も
と
V
に
、
世
界
と
〈
も
の
〉
が
可
能
に
な
る
空
の

西
谷
啓治
の
「
宗
教
／
哲
学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
ー
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
五



二
六
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場
が開
か
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
が
可
能
に
な
る
場
と
し
て
、
自
己
に
於
け
る
自
己
の
〈
も
と
〉
は
、
世
界
と
〈
も
の
〉
に
先
立
ち
、
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そ

れ
以前
で
あ
る
と
も
い
へ
る
」
（
H
O
I
嵩
H
）
と
言
い
、
さ
ら
に
「
世
界
も
一
切
の
〈
も
の
〉
も
我
々
自
身
の
く
も
と
V
か
ら
現
成
す
る
と
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言
へ
る
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
我
々
が
我
々
自
身
の
さ
う
い
ふ
〈
も
と
〉
に
あ
る
と
い
ふ
こ
と
が
、
我
々
の
真
の
自
覚
で
あ
る
。
（
略
）
併

し
こ
こ
で
言
ふ
自
覚
は
、
如
何
な
る
意
味
で
も
自
己
が
自
己
を
知
る
と
い
ふ
こ
と
で
は
な
い
。
む
し
ろ
却
っ
て
、
さ
う
い
ふ
〈
自
己
〉
や

く知
V
の
空
ぜ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
さ
う
い
ふ
と
こ
ろ
が
如
何
な
る
意
味
で
我
々
の
真
の
自
覚
な
の
で
あ
る
か
」
（
H
O
－
嵩
H
）
と
問
い

直
す
の

であ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

　
以
上
の引
用
文
に
、
我
々
の
主
題
「
自
己
の
《
も
と
》
」
の
核
心
が
出
て
い
る
。
《
空
が
自
己
で
あ
る
》
と
は
《
自
己
が
場
と
し
て
有
る
》
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ヘ
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ヘ
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へ

こ
と
、
し
か
も
《
も
と
も
と
、
自
己
の
「
も
と
」
に
於
て
》
と
い
う
本
来
性
と
根
源
性
・
直
下
性
を
帯
び
て
、
自
己
の
《
場
所
性
》
が
、

し
か
も
「
世
界
」
現
成
以
前
の
絶
対
的
な
超
越
性
を
込
め
て
打
ち
出
さ
れ
て
い
る
。
い
ま
、
「
場
と
し
て
有
る
」
自
己
の
あ
り
方
の
表
記
と

し
て
、
我
々
の
最
初
の
関
心
「
宗
教
／
哲
学
」
の
ス
ラ
ッ
シ
ュ
を
用
い
、
し
か
も
「
も
と
」
の
直
下
性
を
含
意
し
て
、
「
自
己
／
も
と
」
（
／
1
1

場
）
と
表
示
し
た
い
。
す
る
と
「
虚
無
／
空
」
の
み
な
ら
ず
、
「
世
界
／
自
己
」
な
ど
を
端
的
に
表
せ
る
。
そ
う
す
る
と
「
自
己
／
も
と
」
H

「自
覚
」
と
な
る
が
、
そ
の
際
の
「
も
と
も
と
」
の
本
来
性
・
根
源
性
は
「
知
／
無
知
」
と
な
る
。
「
火
は
火
を
焼
か
ず
」
は
「
燃
焼
／
非

燃焼
」
、
「
眼
は
眼
を
見
ず
」
は
「
見
／
不
見
」
（
H
O
山
謡
）
な
ど
、
「
作
／
無
作
」
、
「
意
識
／
非
意
識
」
、
「
主
体
／
自
体
」
、
．
「
鳥
飛
ん
で
／

鳥
の

如し
」
、
「
如
実
（
現
）
／
如
幻
（
仮
）
」
、
「
世
間
／
虚
空
」
（
H
O
山
゜
。
b
。
）
な
ど
、
こ
の
よ
う
な
一
貫
す
る
「
も
と
」
の
直
下
構
造
に
よ
っ

て
、
「
自
己
で
あ
る
／
自
己
で
な
い
」
（
H
O
山
♂
）
と
い
う
「
自
己
な
ら
ず
し
て
自
己
で
あ
る
」
（
H
O
－
嵩
①
）
と
い
う
定
式
、
或
い
は
「
自
己

な
ら
ぬ
自
己
」
と
し
て
の
「
自
己
自
体
」
（
H
O
l
H
o
。
α
）
の
自
覚
構
造
が
《
自
性
／
無
自
性
》
の
「
空
三
昧
、
無
心
相
三
昧
」
と
し
て
究
明
さ

れ
てゆ
く
。



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

　
西
谷は
、
「
〈
も
の
〉
の
自
体
的
、
非
対
象
的
な
有
り
方
が
も
と
つ
い
て
ゐ
る
と
こ
ろ
は
、
我
々
の
自
己
の
も
と
に
（
自
己
の
手
も
と
に

　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

ま
た
足
も
と
に
）
あ
る
の
で
あ
り
、
そ
の
自
ら
の
く
も
と
V
に
於
て
、
自
己
の
有
は
本
質
的
に
〈
三
昧
〉
的
で
あ
る
。
意
識
的
な
自
己
が
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ヘ
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ヘ
　
　
へ

如何
に
散
乱
の
う
ち
に
あ
っ
て
も
、
自
体
的
な
自
己
は
恒
に
三
昧
の
う
ち
に
あ
る
」
と
言
い
、
「
空
の
場
が
、
我
々
が
我
々
自
身
の
も
と
に

ヘ　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

帰る
と
い
ふ
こ
と
に
於
て
の
み
我
々
に
開
か
れ
る
も
の
と
す
れ
ば
、
か
の
言
葉
（
南
嶽
の
「
不
中
」
）
は
我
々
の
自
己
自
体
に
つ
い
て
最
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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本
来的
に
当
嵌
ま
る
で
あ
ら
う
。
我
々
の
自
己
自
体
が
最
も
根
源
的
に
〈
中
〉
的
で
あ
る
」
（
H
O
－
H
c
。
①
）
、
「
我
々
の
自
己
が
最
も
根
源
的
な

〈
中
〉
の
現
前
で
あ
る
」
（
H
O
山
゜
。
刈
）
と
い
う
言
葉
で
第
四
試
論
『
空
の
立
場
』
を
結
ん
で
い
る
。

　
（
五
）
空
と
歴
史
1
「
時
の
も
と
」
を
廻
る
錯
覚
ー

　
「
空
の
立
場
」
を
平
易
に
転
語
す
る
な
ら
ば
、
「
白
い
も
の
は
底
な
く
白
い
、
そ
れ
が
空
で
あ
る
」
（
8
1
G
。
刈
）
と
い
え
よ
う
。
そ
の
「
底

な
く
」
に
「
中
」
（
1
1
も
と
）
の
生
き
た
無
底
性
が
看
取
さ
れ
る
が
、
予
定
で
は
こ
の
「
自
己
の
も
と
」
へ
の
帰
入
と
し
て
、
か
の
十
牛
図

の

第⑨
図
「
返
本
還
源
」
を
吟
味
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
が
、
時
間
と
紙
枚
の
都
合
で
こ
れ
は
他
日
を
期
し
た
い
。
そ
の
代
わ
り
に
最
後

の

試論
か
ら
「
時
の
も
と
」
を
廻
る
錯
覚
を
瞥
見
し
て
お
き
た
い
。

　
（
1
）
「
空
と
時
」
1
「
歴
史
」
へ
の
問
い
直
し
ー
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へ

第
五
試
論
「
空
と
時
」
で
は
、
こ
れ
ま
で
《
虚
無
か
ら
空
へ
の
転
換
》
を
遂
行
し
た
「
空
の
立
場
」
が
歴
史
性
と
如
何
な
る
関
係
に
あ

ヘ
　
　
　
へ

る
か
、
と
い
う
問
題
が
究
明
さ
れ
る
。
「
身
心
脱
落
の
立
場
が
ど
う
で
あ
ろ
う
と
、
歴
史
は
身
心
脱
落
し
な
い
迷
え
る
人
間
の
世
界
で
あ
る
。
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（
中
略
）
仏
教
的
な
〈
空
〉
の
立
場
は
超
歴
史
的
、
従
っ
て
ま
た
非
歴
史
的
で
は
な
い
の
か
」
（
H
O
幽
b
。
H
）
と
い
う
疑
問
に
対
し
て
、
逆
に

西
谷
啓治
の
「
宗
教
／
哲
学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
七



二
八

従来
の
西
洋
の
歴
史
観
だ
け
で
、
「
果
た
し
て
歴
史
と
い
う
も
の
を
見
る
立
場
は
尽
き
る
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
問
い
返
し
、
キ
リ
ス
ト

教
的
歴
史観
の
根
底
を
問
い
直
す
こ
と
か
ら
再
出
発
す
る
。

　
最初
に
歴
史
家
ト
イ
ン
ビ
ー
の
見
解
、
将
来
の
最
大
の
世
界
（
文
化
）
の
溝
は
「
仏
教
的
な
思
想
と
西
洋
的
・
ユ
ダ
ヤ
的
な
思
想
と
の

対立
」
（
H
O
l
b
◎
N
b
。
）
と
す
る
見
解
に
お
け
る
《
時
間
が
円
環
的
か
直
線
的
か
・
全
体
の
支
配
が
非
人
格
的
な
法
（
き
霞
日
帥
）
か
人
格
的
存

在
か
》
と
い
う
対
比
、
殊
に
《
自
己
中
心
性
の
有
無
》
の
指
摘
を
受
け
て
、
先
ず
キ
リ
ス
ト
教
で
は
「
人
間
に
お
け
る
自
己
存
在
の
自
覚

が
、
原
罪
の
自
覚
、
自
由
の
自
覚
、
及
び
〈
時
〉
の
一
回
性
の
自
覚
」
（
H
？
b
。
ミ
）
の
三
つ
に
結
合
し
て
お
り
、
そ
こ
か
ら
以
下
の
三
点
が

問
題
と
さ
れ
る
。

　
（
i
）
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
十
字
架
は
、
歴
史
の
う
ち
へ
の
神
の
愛
の
啓
示
と
し
て
、
そ
の
歴
史
的
事
実
の
一
回
性
が
強
調
さ
れ
る
が
、

　
　　
こ
の
歴
史
の
事
実
性
は
、
他
の
宗
教
に
対
し
て
は
絶
対
に
非
通
約
的
で
あ
り
、
〈
選
民
意
識
〉
の
よ
う
な
排
他
的
絶
対
性
と
不
寛
容

　
　
　を
帯
び
る
点
に
、
「
宗
教
の
次
元
に
あ
ら
わ
れ
た
自
己
中
心
性
」
（
H
O
山
b
。
。
。
）
が
あ
る
。

　
（
・
－
●
－
）
キ
リ
ス
ト
教
の
終
末
論
は
、
神
話
的
回
帰
性
を
破
っ
た
「
時
」
の
一
回
性
の
意
識
を
先
鋭
化
さ
せ
た
が
、
そ
の
く
終
末
V
が
「
歴

　
　
　
史内
在
的
」
な
事
実
の
次
元
で
表
象
さ
れ
る
限
り
、
歴
史
意
識
と
し
て
は
問
題
を
残
す
。

　
（
導
「
人
間
の
主
体
的
自
覚
」
に
は
、
神
と
の
関
係
で
の
罪
の
自
覚
の
他
に
、
自
己
自
身
へ
の
関
係
に
「
理
性
」
や
「
自
由
」
の
側
面

　
　
　を
も
含
む
の
で
は
な
い
か
。
こ
れ
も
人
間
の
主
体
性
と
歴
史
性
と
の
結
合
と
し
て
の
「
自
覚
」
の
問
題
と
な
る
。

　
次に
、
こ
の
よ
う
な
キ
リ
ス
ト
教
的
歴
史
意
識
と
表
裏
し
て
、
「
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
と
い
う
立
場
が
、
歴
史
そ
の
も
の
の
底
か
ら
歴
史
的
出
来

事
と
し
て
自
覚
に
上
が
っ
て
来
た
」
（
H
？
b
◎
Q
Q
b
。
）
と
さ
れ
る
二
ー
チ
ェ
の
「
永
劫
回
帰
」
の
《
歴
史
性
》
が
問
わ
れ
る
。
そ
こ
に
は
超
歴
史

的
な
終
宋
の
問
題
は
な
い
が
、
そ
の
無
終
性
は
歴
史
の
歴
史
性
を
揆
無
す
る
。
「
と
い
う
の
は
、
〈
時
〉
の
う
ち
で
絶
対
的
に
新
し
い
も
の



が
創
造さ
れ
る
と
い
う
立
場
が
徹
底
的
に
貫
徹
さ
れ
得
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
な
け
れ
ば
、
歴
史
と
い
う
も
の
の
意
味
は
失
は
れ
る
か
ら
で

あ
る
」
（
日
O
幽
゜
。
°
。
）
。
そ
こ
で
結
局
の
問
題
は
、
「
む
し
ろ
超
歴
史
的
な
根
底
ま
で
そ
の
歴
史
性
を
貫
徹
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
か
え
っ
て
歴

史
が
徹底
的
に
歴
史
的
で
あ
り
得
る
と
い
う
こ
と
が
、
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
る
か
」
（
H
O
l
b
。
Q
。
蔭
）
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
こ
こ
に
「
空
」

の

立場
へ
の
連
関
が
示
唆
さ
れ
る
。
簡
単
に
言
え
ば
、
「
超
歴
史
の
次
元
」
に
、
人
格
的
・
意
志
的
な
「
神
」
で
あ
れ
、
生
成
原
理
の
「
カ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
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へ
の

意志
」
で
あ
れ
、
畢
寛
「
有
る
も
の
」
（
H
O
幽
゜
。
『
）
と
し
て
表
象
さ
れ
る
も
の
が
残
る
限
り
は
、
「
時
」
が
真
に
底
な
く
「
時
」
と
し

て

生
起
する
こ
と
は
な
い
。
む
し
ろ
「
空
」
の
立
場
こ
そ
、
歴
史
の
歴
史
性
の
徹
底
を
可
能
と
す
る
で
あ
ろ
う
。

　
（
2
）
「
空
と
歴
史
」
1
「
時
の
も
と
」
（
底
へ
の
超
越
）
1

　第
五
試
論
「
空
と
時
」
の
前
半
で
は
「
生
死
」
（
輪
廻
）
と
時
間
と
の
存
在
論
的
構
造
が
、
ま
た
第
六
試
論
「
空
と
歴
史
」
の
後
半
で
は
、

「業
」
解
釈
に
よ
る
現
代
世
界
の
歴
史
性
へ
の
新
た
な
思
索
が
極
め
て
深
く
展
開
さ
れ
て
お
り
、
目
下
の
問
題
は
そ
の
思
索
へ
の
門
口
に
す

ぎ
な
い
。

　第
六
試
論
「
空
と
歴
史
」
で
は
、
先
ず
ト
イ
ン
ビ
ー
が
円
環
的
と
見
た
仏
教
の
時
間
観
に
は
、
「
劫
」
と
い
う
完
結
的
な
時
間
体
系
の
無

限
の
重
な
り
が
包
括
的
に
あ
り
、
し
か
も
諸
体
系
は
す
べ
て
「
同
時
的
」
で
あ
る
と
言
う
。
こ
の
同
時
性
に
よ
っ
て
時
間
は
「
円
環
的
」

であ
り
、
且
つ
そ
れ
ら
が
同
時
的
で
あ
る
一
々
の
今
の
連
続
に
お
い
て
「
直
線
的
」
で
も
あ
る
。
そ
し
て
「
円
環
的
に
し
て
直
線
的
」
な

諸
体系
が
限
り
な
く
考
え
ら
れ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
時
間
の
底
に
無
限
な
開
け
」
が
「
如
何
な
る
体
系
的
完
結
に
も
属
さ
な
い
虚
空
の
如

き
開
け
」
（
H
O
－
卜
。
き
）
と
し
て
考
え
ら
れ
る
と
い
う
。
こ
の
《
時
の
無
底
性
》
と
も
い
う
べ
き
「
開
け
」
に
よ
っ
て
、
「
無
始
無
終
の
時
」

と
と
も
に
、
一
々
の
今
が
「
新
た
な
」
今
に
な
り
、
時
は
真
に
「
無
常
」
に
な
る
。
「
時
」
の
「
本
質
的
二
義
性
」
は
、
「
新
」
と
「
無
常
」

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
1
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
二
九



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
三
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
の
結
合
に
あ
る
が
、
各
々
、
「
絶
え
ざ
る
新
」
に
も
〈
創
造
・
自
由
な
可
能
性
〉
と
〈
無
限
な
重
荷
・
離
脱
し
難
い
必
然
性
〉
と
の
両
義

性
が
あ
る
。
特
に
重
荷
の
切
り
の
な
い
「
果
て
し
な
さ
」
に
は
、
「
我
々
の
生
は
有
限
で
あ
る
が
、
そ
の
生
の
本
質
そ
の
も
の
は
一
つ
の
無

限
衝動
」
（
H
O
幽
爵
）
と
し
て
「
無
限
な
有
限
性
」
と
い
う
性
格
が
あ
る
。
ま
た
「
無
常
」
に
も
〈
刹
那
生
滅
・
「
有
」
の
脆
さ
・
「
無
化
」
〉

ヘ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

と
〈
「
常
」
の
否
定
・
自
由
な
軽
さ
・
跡
な
き
無
擬
〉
と
の
同
時
性
が
あ
り
、
こ
れ
が
精
緻
な
現
象
学
的
記
述
で
語
ら
れ
る
。
そ
し
て
実
は
、

こ
の
《
無
限
な
開
け
》
さ
え
も
、
二
義
的
で
あ
り
、
「
虚
無
」
を
も
「
空
」
を
も
意
味
し
得
る
。
こ
の
相
反
の
同
時
可
能
に
「
時
」
の
真
相

　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

があ
る
。
そ
れ
は
「
時
」
が
「
根
本
的
転
換
の
場
」
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
「
我
々
が
ど
こ
か
ら
来
て
ど
こ
へ
去
る
の
か
」
（
H
？
b
。
瞠
）
と
い
う
問
い
と
と
も
に
「
時
」
の
無
始
無
終
が
顕
わ
に
な
る
。
限
り
な
く
過

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

去
へ
遡
り
、
限
り
な
く
未
来
へ
開
け
て
も
、
「
私
の
存
在
」
の
、
ま
た
「
時
」
の
始
め
も
終
わ
り
も
窮
め
が
た
く
「
心
も
と
な
い
」
（
同
9
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

だ

が

「私
が
現
に
存
在
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
動
か
し
難
い
事
実
で
あ
る
」
（
H
O
－
b
。
癌
）
。
無
始
無
終
の
「
時
」
の
開
示
は
、
「
現
存
の
根

底
に
お
け
る
無
限
な
開
け
の
開
示
」
（
旨
α
゜
）
と
切
り
離
せ
な
い
。
《
何
処
か
ら
何
処
へ
》
の
問
い
は
隠
れ
た
次
元
「
も
と
」
へ
の
追
求
（
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
め
）
を
含
ん
で
い
る
。
実
は
「
時
」
自
体
の
始
め
や
終
わ
り
は
「
現
存
そ
の
も
の
の
う
ち
に
」
、
「
現
在
の
も
と
に
直
下
に
あ
る
」
（
H
O
－
b
。
＆
）

　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

と
い
う
。
現
在
の
底
に
「
時
」
を
越
え
た
「
も
と
」
を
、
無
限
の
過
去
や
未
来
へ
求
め
る
こ
と
は
、
「
或
る
o
冨
ω
o
げ
な
錯
覚
」
で
あ
り
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

立
体を
平
面
に
求
め
る
よ
う
な
「
次
元
に
関
し
て
の
錯
乱
」
（
H
O
山
＆
）
な
の
で
あ
る
。

　こ
の
「
も
と
」
を
求
め
る
錯
覚
の
諸
形
態
の
西
谷
の
叙
述
は
見
事
な
も
の
で
あ
る
。
過
去
に
原
因
を
探
る
諸
科
学
の
実
証
主
義
も
、
未

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
へ

来
に
目
的
を
追
う
理
想
主
義
も
、
双
方
と
も
「
時
」
の
う
ち
で
の
み
の
自
己
構
築
・
自
主
化
・
「
自
己
ー
意
志
」
で
あ
り
、
「
時
」
の
底
に

　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

「時
」
を
越
え
た
「
も
と
」
を
忘
却
し
て
い
る
。
ま
た
超
時
間
的
な
過
去
（
想
起
）
で
あ
れ
、
超
時
間
的
未
来
（
終
末
）
で
あ
れ
、
「
有
」

のも
と
を
超
越
的
な
「
有
」
に
求
め
る
プ
ラ
ト
ニ
ズ
ム
や
キ
リ
ス
ト
教
も
、
こ
の
錯
覚
を
脱
却
し
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
は
、
「
回
帰
的
な
時



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

のう
ち
に
は
求
む
べ
き
〈
も
と
〉
は
何
も
な
い
」
（
H
㌣
漣
゜
。
）
と
い
う
ニ
ー
チ
ェ
の
ラ
デ
ィ
カ
ル
（
も
と
か
ら
の
）
・
ニ
ヒ
リ
ズ
ム
に
お
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

て暴
か
れ
る
。
「
現
在
の
も
と
で
、
〈
世
界
V
と
〈
時
〉
の
あ
ら
ゆ
る
可
能
な
回
帰
、
そ
の
限
り
な
い
回
帰
を
縦
に
貫
い
た
そ
の
底
に
、
〈
世

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
へ

界
〉
と
〈
時
〉
と
か
ら
の
脱
自
的
な
超
越
の
場
と
し
て
〈
虚
無
〉
が
開
け
て
来
る
」
（
H
O
－
b
。
認
）
の
で
あ
る
。
現
在
の
直
下
に
無
限
な
開
け

と
し
て
現
れ
る
「
虚
無
の
深
淵
」
は
、
無
論
「
有
」
の
永
遠
性
で
は
な
く
、
「
超
越
的
な
〈
無
〉
の
永
遠
性
」
に
し
て
「
〈
死
〉
そ
の
も
の

の

永
遠性
」
で
あ
り
、
ま
さ
に
「
〈
世
界
〉
や
〈
時
〉
が
全
体
と
し
て
現
在
の
も
と
へ
戻
っ
て
く
る
」
（
ま
9
）
よ
う
な
《
超
越
の
場
》
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

る
。
こ
の
超
越
は
、
時
の
〈
内
・
外
〉
を
越
え
た
、
時
の
底
へ
の
超
越
で
あ
り
、
「
現
在
が
現
在
自
身
の
も
と
で
無
限
な
開
け
へ
、
か
の
永

遠性
の
場
へ
、
自
ら
を
開
く
と
い
う
こ
と
、
現
在
が
現
在
自
身
の
も
と
へ
戻
る
と
い
う
こ
と
」
（
ま
ロ
゜
）
と
し
て
の
「
実
存
の
自
覚
」
（
H
O
幽
器
）

に他
な
ら
な
い
。
こ
こ
に
は
、
師
の
西
田
の
「
現
在
の
自
己
限
定
」
と
し
て
の
「
永
遠
の
今
」
（
の
自
己
限
定
）
の
最
終
的
な
継
承
が
見
ら

れよ
う
。

　こ
の
虚
無
の
現
前
が
真
に
「
我
々
自
身
の
〈
こ
と
〉
」
（
ま
匹
゜
）
に
な
る
な
ら
ば
、
「
大
い
な
る
死
か
ら
大
い
な
る
生
へ
の
転
回
」
が
起
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
「
何
故
」
や
「
根
拠
」
は
問
え
ず
、
「
畢
寛
、
た
だ
そ
う
だ
と
い
う
以
外
に
は
な
い
」
（
H
O
－
b
。
罐
）
と
い
う
。
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
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ヘ
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ヘ
　
　
　
へ

こ
に
も
「
理
性
の
次
元
」
を
以
前
と
以
後
の
双
方
に
越
え
た
《
根
源
的
事
実
性
》
の
立
場
、
「
狂
杖
が
柾
杖
で
あ
る
事
実
に
自
己
の
解
脱
が

あ
る
」
（
H
O
l
H
刈
刈
　
膳
ー
H
艀
Q
Q
　
　
　
　
　
　
℃
　
　
）
と
す
る
よ
う
な
禅
の
立
場
の
反
映
が
あ
ろ
う
。

　こ
の
試
論
は
、
ニ
ー
チ
ェ
や
ハ
イ
デ
ッ
ガ
ー
に
お
け
る
「
意
志
」
の
問
題
に
触
れ
、
「
人
間
理
性
の
自
立
化
」
の
根
底
の
「
人
間
に
お
け

る
〈
存
在
〉
の
意
志
化
と
い
う
出
来
事
」
が
潜
む
こ
と
を
指
摘
し
た
上
で
、
現
代
世
界
の
《
世
俗
化
》
の
諸
現
象
の
底
に
も
、
自
覚
の
有

無を
別
に
し
て
、
「
意
志
」
化
の
「
無
限
衝
動
」
が
潜
在
し
て
い
る
が
、
実
は
「
業
」
と
い
う
古
来
の
観
念
に
は
、
「
初
め
か
ら
無
始
無
終

の

〈時
〉
と
無
限
衝
動
」
（
8
－
b
。
①
O
）
の
自
覚
が
含
ま
れ
て
い
た
と
し
て
、
後
半
の
「
業
」
の
歴
史
性
の
究
明
に
入
る
こ
と
に
な
る
。

西
谷
啓
治
の

「宗
教
／
哲学
」
1
「
自
己
の
も
と
」
の
究
明
ー
（
森
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
＝



三
二

　
西
谷
の

柔
軟
な

思索
に
は
鋭
い
《
向
上
》
の
姿
勢
が
看
取
で
き
る
が
、
こ
の
《
向
上
》
に
は
、
既
に
見
た
よ
う
に
「
上
求
菩
提
」
の
み

なら
ず
「
下
向
衆
生
」
と
し
て
世
界
歴
史
の
具
体
性
が
込
め
ら
れ
て
い
る
。
「
虚
無
か
ら
空
へ
の
転
換
」
に
も
世
界
表
現
性
が
潜
ん
で
い
る
。

「例
え
ば
底
し
れ
ぬ
深
い
谷
も
実
は
際
限
な
き
天
空
の
う
ち
に
あ
る
」
よ
う
に
、
「
虚
無
も
空
の
う
ち
に
あ
る
」
（
H
O
山
H
O
）
。
人
間
の
端
的

な
〈
わ
れ
在
り
〉
も
、
「
世
界
の
う
ち
に
存
在
し
な
が
ら
、
し
か
も
そ
の
虚
無
の
根
底
に
お
い
て
、
世
界
を
う
ち
に
包
む
」
（
。
。
－
嵩
O
）
。
つ

ま
り
虚
無
の
深
淵
は
、
「
主
体
の
脱
自
的
な
超
越
の
場
」
（
8
山
ミ
）
と
な
り
、
そ
の
「
場
」
が
抜
け
る
と
、
世
界
を
越
え
て
「
自
己
が
空
」

と
な
る
。
し
か
し
「
さ
ら
に
そ
こ
か
ら
、
空
が
自
己
で
あ
る
と
い
う
絶
対
的
此
岸
的
な
空
の
立
場
に
転
ず
る
」
（
H
O
－
嵩
O
）
と
こ
ろ
に
《
向

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
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ヘ
　
　
へ

上
》
の
具
体
性
と
世
界
表
現
性
が
あ
る
の
で
あ
る
。
ま
さ
に
「
自
己
な
ら
ぬ
自
己
」
か
ら
「
自
己
な
ら
ぬ
自
己
」
へ
の
転
換
（
H
O
l
b
o
G
o
刈
）

に

「空
の

立場
」
の
大
き
な
主
題
が
あ
ろ
う
。
こ
こ
に
も
西
田
と
の
師
弟
の
《
慧
命
相
続
》
が
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

［
引
用
は
西
谷
啓
治
著
作
集
（
創
文
社
）
の
巻
数
と
頁
数
を
記
す
。
強
調
は
原
則
と
し
て
筆
者
に
よ
る
。
］


